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　 　　 　 安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い

●● 本書の一部または、本書の一部または、全部を無断で複製、全部を無断で複製、複写、複写、転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし まし たが、万全を記し て作成いたし まし たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなどお気記載漏れなどお気

付きの点がございまし たら 、付きの点がございまし たら 、ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。

！

火災の原因に な り ま す火災の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ない高温の場所で使用し たり 放置し ない

でく だ さ い。でく だ さ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。

感電や怪我の原因に な り ま す感電や怪我の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないく だ さ い。内部に異物を入れないく だ さ い。

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

万一、万一、発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、

ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

故障やエ ラ ー の 原因に な り ま す故障やエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。
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序　 章序　 章　 はじ め に　 はじ め に

序－１ 　 梱包内容の確認序－１ 　 梱包内容の確認

DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズには以下の品目が含まれま す。には以下の品目が含まれま す。 品目数量を ご確認下さ い。品目数量を ご確認下さ い。

不足がある場合は、不足がある場合は、 弊社営業部までご連絡下さ い。弊社営業部までご連絡下さ い。

◆◆ DMX900DMX900 シリ ーズ本体シリ ーズ本体 11 台台

◆◆ 調歩同期用調歩同期用RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル 11 本本

両端に両端に Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス を持つピ ン メ ス を持つ RS232CRS232C のク ロ ス ケーブ ルです。のク ロ ス ケーブ ルです。

DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズのの CH1CH1 と 制御装置と の接続に使用し ま す。と 制御装置と の接続に使用し ま す。

◆◆ ACAC ケ ー ブ ルケ ー ブ ル 22 ｍｍ 11 本本

◆◆ DMX900DMX900 シ リ ーズユーザーズマ ニ ュ ア ルシ リ ーズユーザーズマ ニ ュ ア ル 本誌本誌 11 冊冊

序－２ 　 本機の特徴序－２ 　 本機の特徴

RoHSRoHS指令と は指令と は

20032003 年年11月、月、 EU (EU (欧州連合欧州連合) ) は電子電機機器に含まれる特定有害物質は電子電機機器に含まれる特定有害物質  ※※    のの

使用を制限する制定を可決いたし ま し た 。使用を制限する制定を可決いたし ま し た 。

同指令は同指令は 20062006 年年77 月月11 日よ り 施行さ れ、日よ り 施行さ れ、 そ れ以降特定有害物質を含む対象それ以降特定有害物質を含む対象

製品は原則と し て同地域では販売する こ と ができ ま せん。製品は原則と し て同地域では販売する こ と ができ ま せん。

※※ 特定有害物質特定有害物質66品種品種

「 鉛「 鉛・・水銀水銀・・カ ド ミ ウ ムカ ド ミ ウ ム・・六価ク ロ ム六価ク ロ ム・・PBB (PBB (多臭素化ビ フ ェ ニ ール多臭素化ビ フ ェ ニ ール ) ) ・・

  PBDE (  PBDE (多臭素化ビ フ ェ ニ ルエ ーテル多臭素化ビ フ ェ ニ ルエ ーテル) ) 」」

◆◆ DMX900DMX900シリ ーズシリ ーズは、は、 調歩同期式調歩同期式RS232CRS232C多チャ ン ネルイ ン タ ーフ ェ ースで、多チャ ン ネルイ ン タ ーフ ェ ースで、

RoHSRoHS指令対応品です。指令対応品です。

※※ 設定に必要な通信ソ フ ト設定に必要な通信ソ フ ト 【【 TERM WINTERM WIN】】 は弊社は弊社HPHPよ り ダ ウ ン ロ ード し て く だよ り ダ ウ ン ロ ード し て く だ

さ い。さ い。

詳し い使い方は、詳し い使い方は、 同時にダ ウ ン ロ ード さ れる専用マ ニ ュ ア ルを ご参照く ださ い。同時にダ ウ ン ロ ード さ れる専用マ ニ ュ ア ルを ご参照く ださ い。

http : //www.d ata-link. co. jp /http : //www.d ata-link. co. jp /
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序－３ 　 本書で使われる 用語序－３ 　 本書で使われる 用語

◆◆ 各各CHCHの通信条件は、の通信条件は、接続機器に合わせて、接続機器に合わせて、そ れぞれ独立に設定する事が可能でそれぞれ独立に設定する事が可能で

す。す。通信条件の設定はマ ス タ チ ャ ン ネルを通し て、通信条件の設定はマ ス タ チ ャ ン ネルを通し て、タ ーミ ナルから 対話的に行なタ ーミ ナルから 対話的に行な

います。いま す。

◆◆ 通信条件の設定値は、通信条件の設定値は、 フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM に保存さ れますので、に保存さ れますので、電源投入で直ちに電源投入で直ちに

設定条件での動作と なり ま す。設定条件での動作と なり ま す。

◆◆ 各各CHCHの通信速度は、の通信速度は、12001200、、 24002400、、 48004800、、 96009600、、 1440014400、、 1920019200、、 2880028800、、 3840038400、、

5760057600、、 7680076800、、 115200BPS115200BPS から 選択出来ます。から 選択出来ます。

◆◆ マス タ チ ャ ン ネルと 各ス レ イ ブ チ ャ ン ネルの通信の切替え制御は、マス タ チ ャ ン ネルと 各ス レ イ ブ チ ャ ン ネルの通信の切替え制御は、コ マ ン ド によコ マ ン ド によ

る方法、る方法、ポーリ ン グ によ る方法、ポーリ ン グ によ る方法、同報通信があり ま す。同報通信があり ま す。設定やコ マ ン ド で切替え設定やコ マ ン ド で切替え

る こ と が可能です。る こ と が可能です。

◆◆ 伝送さ れる コ ード は、伝送さ れる コ ード は、 ASCIIASCII、、 EBCDICEBCDIC、、 バイ ナリ を問いま せん。バイ ナリ を問いま せん。

◆◆ DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズの各の各CHCH は個別に フ ォ ト ア イ ソ レ ーショ ン さ れていま す。は個別に フ ォ ト ア イ ソ レ ーショ ン さ れていま す。

RS232CRS232C回線上にノ イ ズが混入し た場合、回線上にノ イ ズが混入し た場合、 機器間に波及し ません。機器間に波及し ません。

ご 注意ご 注意 DMX400DMX400 シリ ーズシリ ーズ  ( (DMX300DMX300 シリ ーズシリ ーズ  [ [製造中止製造中止] ) ] ) のコ マ ン ド 体系とのコ マ ン ド 体系と

は異なり 、は異なり 、 互換性があり ま せん。互換性があり ま せん。

従っ て 、従っ て 、 DMX400DMX400シリ ーズシリ ーズ、、 DMX300DMX300シリ ーズシリ ーズでご使用のシステムででご使用のシステムで

のの DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズへの置き換えは出来ません。への置き換えは出来ません。

但し 、但し 、 DMX400DMX400シリ ーズシリ ーズ、、 DMX300DMX300シリ ーズシリ ーズを ポーリ ン グ機能のみでを ポーリ ン グ機能のみで

ご使用の場合には設定によ り 使用が可能です。ご使用の場合には設定によ り 使用が可能です。

◆◆ DMX900DMX900

DMX908DMX908 (CH (CH モ デルモ デル ) ) とと DMX916 DMX916 (16CH(16CH モ デルモ デル ) ) の総称です。の総称です。

本書では共通の内容については本書では共通の内容については DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズと 記し ま す。と 記し ま す。

モ デルによ り 異なる場合にはモ デルによ り 異なる場合には DMX908DMX908、、 DMX916DMX916で記載し ま す。で記載し ま す。

◆◆ 制御器制御器

システムのア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムが動作し ているホス ト コ ン ピ ュ ータ 等。シス テムのア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムが動作し ているホス ト コ ン ピ ュ ータ 等。

◆◆ マ ス タ チ ャ ン ネ ルマ ス タ チ ャ ン ネ ル

制御器が接続さ れるチャ ン ネル。制御器が接続さ れるチャ ン ネル。 CH1CH1 がマ ス タ チ ャ ン ネルです。がマ ス タ チ ャ ン ネルです。

◆◆ 端末機器端末機器

制御器と 送受信を行なう 相手機器。制御器と 送受信を行なう 相手機器。  ( (計測器、計測器、バーコ ード リ ーダ 、バーコ ード リ ーダ 、パソ コ ン等パソ コ ン等))



序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

33

◆◆ ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ルス レ イ ブ チ ャ ン ネ ル

端末機器が接続さ れるチャ ン ネル。端末機器が接続さ れるチャ ン ネル。 CH2CH2 ～最大～最大CHCH です。です。

◆◆ 接続接続 (CH ) (CH )

マ ス タ チ ャ ン ネルと ス レ イ ブ チ ャ ン ネルが１ 対１ の関係と なり 、マ ス タ チ ャ ン ネルと ス レ イ ブ チ ャ ン ネルが１ 対１ の関係と なり 、データ がそ の間データ がそ の間

で伝送さ れる状況を言います。で伝送さ れる状況を言います。

◆◆ 下り下り

制御器から 端末機器への伝送方向。制御器から 端末機器への伝送方向。下り 方向、下り 方向、下り 接続、下り 接続、下り データ のよ う に記下り データ のよ う に記

し ま す。し ま す。

◆◆ 上り上り

端末機器から 制御器への伝送方向。端末機器から 制御器への伝送方向。上り 方向、上り 方向、上り 接続、上り 接続、上り データ のよ う に記上り データ のよ う に記

し ま す。し ま す。

◆◆ コ マ ン ドコ マ ン ド

DMX900DMX900シリ ーズシリ ーズの接続の接続CHCH や各種制御を行なう 為に制御器が発行する指示。や各種制御を行なう 為に制御器が発行する指示。

◆◆ 同報同報

制御器から 複数の端末機器へ同じ 下り データ を同時に伝送し ま す。制御器から 複数の端末機器へ同じ 下り データ を同時に伝送し ま す。

◆◆ ポー リ ン グポ ー リ ン グ

複数の端末から の上り データ を順次、複数の端末から の上り データ を順次、 制御器へ伝送し ます。制御器へ伝送し ます。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド

DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズの通信条件や動作条件を設定する モ ード です。の通信条件や動作条件を設定する モ ード です。

パソ コ ン のタ ーミ ナルからパソ コ ン のタ ーミ ナルから CH1CH1 を経由し て設定し ま す。を経由し て設定し ま す。

◆◆ タ ー ミ ナ ル ソ フ トタ ー ミ ナ ル ソ フ ト

プ ロ グ ラ ムモ ード の設定や簡単な通信試験を行なう 事が出来ます。プ ロ グ ラ ムモ ード の設定や簡単な通信試験を行なう 事が出来ます。弊社弊社HPHPよ りよ り

TERM WINTERM WINがダ ウ ン ロ ード でき ま す。がダ ウ ン ロ ード でき ま す。 WindowsWindows のの Hyper terminalHyper terminal 等でも可能等でも可能

です。です。
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第１ 章　 通信を行う 前の条件設定第１ 章　 通信を行う 前の条件設定

１ －２ －２ 　 設定のた め接続例１ －２ －２ 　 設定のた め接続例

[5[5--88　　 RS232CRS232C機器接続例機器接続例] ] も 参照し て下さ い。も参照し て下さ い。

第１ 章　第１ 章　   通信を 行う 前の条件設定通信を 行う 前の条件設定

１ －１ 　 電源の投入１ －１ 　 電源の投入

ご使用の前に、ご使用の前に、各チャ ン ネルの通信条件や使用条件での設定を行なう 必要があり ます。各チャ ン ネルの通信条件や使用条件での設定を行なう 必要があり ます。

こ の章の解説をお読みいただいて、こ の章の解説をお読みいただいて、 正し い設定を行なっ てから ご使用下さ い。正し い設定を行なっ てから ご使用下さ い。

電源は、電源は、 AC100VAC100Vを接続し ま す。を接続し ま す。

電源の電源の ONON//OFFOFFは、は、 フ ロ ン ト パネルの電源スイ ッ チで行ないま す。フ ロ ン ト パネルの電源スイ ッ チで行ないま す。

電源投入で電源スイ ッ チ電源投入で電源スイ ッ チ LEDLED が点灯し ま す。が点灯し ま す。 各各CHCH のの LEDLED は緑色点灯と なり ま す。は緑色点灯と なり ま す。

DMX900DMX900シリ ーズシリ ーズは、は、各各CHCHの通信条件、の通信条件、動作条件の設定値を フ ラ ッ シュ動作条件の設定値を フ ラ ッ シュ ROMROMにに

保存し ま す。保存し ま す。

DMX900DMX900シリ ーズシリ ーズの起動時には、の起動時には、 こ の保存さ れた設定で起動し ます。こ の保存さ れた設定で起動し ます。 従っ て 、従っ て 、 ごご

利用になる前にこ れら の設定を行なう 必要があり ま す。利用になる前にこ れら の設定を行なう 必要があり ま す。

こ れら の設定を行なう 為のこ れら の設定を行なう 為のDMX900DMX900シリ ーズシリ ーズの特別なモ ード がプ ロ グ ラ ムモ ードの特別なモ ード がプ ロ グ ラ ムモ ード

です。です。

プ ロ グ ラ ムモ ード ではパソ コ ン上でタ ーミ ナルソ フ ト を起動し 、プ ロ グ ラ ムモ ード ではパソ コ ン上でタ ーミ ナルソ フ ト を起動し 、DMX900DMX900シリ ーシリ ー

ズズのの CH1CH1 を経由し て対話的に行ないます。を経由し て対話的に行ないます。

タ ーミ ナルソ フ ト と し て 、タ ーミ ナルソ フ ト と し て 、 弊社弊社HPHPよ り ダ ウ ン ロ ード し たよ り ダ ウ ン ロ ード し た TERM WINTERM WINが使用出来が使用出来

ます。ま す。 他にも他にも WindowsWindows のの Hyper terminalHyper terminal など 、など 、 RS232CRS232C のタ ーミ ナルと し て動作すのタ ーミ ナルと し て動作す

る ソ フ ト なら 使用でき ま す。る ソ フ ト なら 使用でき ま す。こ の際、こ の際、EnterEnterキーでキーで CRCRとと LFLFのの 22コ ード が出る よ う にコ ード が出る よ う に

し ておく 必要があり ま す。し ておく 必要があり ま す。

１ －２ 　 通信条件の設定を 行う１ －２ 　 通信条件の設定を 行う  ( (プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ))

１ －２ －１１ －２ －１     プ ロ グ ラ ムモ ード と はプ ロ グ ラ ムモ ード と は

タ ーミ ナルが動作する

パソ コ ン 等
DMX900

COMポート CH1

RS232Cク ロ ス ケーブ ル
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第１ 章　 通信を行う 前の条件設定第１ 章　 通信を行う 前の条件設定

１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の入り 方、１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の入り 方、 終了方法終了方法

プロ グ ラ ムモ ード に入る方法は、プ ロ グ ラ ムモ ード に入る方法は、 22 種類あり ま す。種類あり ま す。

１ －３ －１ 　１ －３ －１ 　 PROG  SWPROG  SW に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

[1[1--22--2 2 設定のための接続例設定のための接続例] ] に従いパソ コ ン等と 接続し ま す。に従いパソ コ ン等と 接続し ま す。

タ ーミ ナルは、タ ーミ ナルは、 9600BPS9600BPS、、 デー タ 長データ 長 88 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ 無し 、パ リ テ ィ 無し 、 ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト

11 と し て下さ い。と し て下さ い。

CH1CH1 コ ネク タ の左横にあるコ ネク タ の左横にある  PROG SW  PROG SW を 細長い物で押し ながらを細長い物で押し ながら DMX900DMX900 シリ ーシリ ー

ズズの電源を入れます。の電源を入れます。

CH1CH1 のの LEDLED が赤点灯と なっ たらが赤点灯と なっ たら  PROG SW  PROG SW を 放し て く だ さ い。を放し て く だ さ い。

タ ーミ ナルにはタ ーミ ナルには  ＊＊＊＊＊＊PROGRAM MODE PROGRAM MODE ＊＊＊＊＊＊  を 表示し てプ ロ グ ラ ムモ ード に入を表示し てプ ロ グ ラ ムモ ード に入

り ま す。り ま す。

CH1CH1 のの LEDLED は赤点灯と なり ま す。は赤点灯と なり ま す。

こ の方法は、こ の方法は、 CH1CH1 の通信条件がわから ない時、の通信条件がわから ない時、 コ マ ン ド がわから ない時、コ マ ン ド がわから ない時、 コ マ ン ドコ マ ン ド

監視タ イ マ値が小さ い場合の設定変更で使用出来ます。監視タ イ マ値が小さ い場合の設定変更で使用出来ます。

１ －３ －２ 　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド１ －３ －２ 　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

[1[1--22--22　 設定のための接続例　 設定のための接続例] ] に従いパソ コ ン等と 接続し ま す。に従いパソ コ ン等と 接続し ま す。

タ ーミ ナルは、タ ーミ ナルは、 CH 1CH 1 に 設定さ れて い る 通信条件と 同じに設定さ れて い る 通信条件と 同じ と し ま す。と し ま す。

DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズの電源を入れます。の電源を入れます。

タ ーミ ナルからタ ーミ ナルから  LINK#P00  LINK#P00 と 入力し ま す。と 入力し ま す。 (COM=LINK# (COM=LINK#　 の場合　 の場合))

タ ーミ ナルにはタ ーミ ナルには  ＊＊＊＊＊＊PROGRAM MODE PROGRAM MODE ＊＊＊＊＊＊  を 表示し てプ ロ グ ラ ムモ ード に入を表示し てプ ロ グ ラ ムモ ード に入

り ま す。り ま す。

CH1CH1 のの LEDLED は赤点灯と なり ま す。は赤点灯と なり ま す。

こ の方法は、こ の方法は、コ マ ン ド がわかっ ている時の変更や制御器のプ ロ グ ラ ムから の変更でコ マ ン ド がわかっ ている時の変更や制御器のプ ロ グ ラ ムから の変更で

使用出来ます。使用出来ます。

１ －３ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の終了１ －３ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の終了

プ ロ グ ラ ムモ ード の終了は、プ ロ グ ラ ムモ ード の終了は、 タ ーミ ナルから の指示で行ないます。タ ーミ ナルから の指示で行ないます。

33 種類の方法があり ま す。種類の方法があり ま す。 終了後は通常の通信モード と なり ま す。終了後は通常の通信モード と なり ま す。

1)1) 設定値を有効と し て終了する設定値を有効と し て終了する

SAVE (Enter) SAVE (Enter) と タ ーミ ナルから 入力し ま す。と タ ーミ ナルから 入力し ま す。

＊＊＊＊＊＊PROGRAM ENDPROGRAM END＊＊＊＊＊＊  と 表示し て、と 表示し て、 CH1CH1 のの LEDLEDは緑点灯と なり ま す。は緑点灯と なり ま す。

変更した設定値が有効と なり 、変更した設定値が有効と なり 、フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMにも変更さ れた値が保存さ れます。にも変更さ れた値が保存さ れます。
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１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 設定１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 設定

１ －４ －１ 　 基本的な操作方法１ －４ －１ 　 基本的な操作方法

例えば、例えば、 ポーリ ン グ動作に変更の場合は、　ポーリ ン グ動作に変更の場合は、　 P= E (Enter)P= E (Enter)  と キー入力し ま す。と キー入力し ま す。

ご 注意ご 注意 Hyper TerminalHyper Terminal等のタ ーミ ナルによ っ ては等のタ ーミ ナルによ っ ては EnterEnterキーではキーでは CRCRコ ード し か出コ ード し か出

力さ れない設定の場合があり ま す。力さ れない設定の場合があり ま す。こ の場合は、こ の場合は、タ ーミ ナルのプ ロ パテ ィ でタ ーミ ナルのプ ロ パテ ィ で

[[行末に改行文字を付ける行末に改行文字を付ける ] ] と し て下さ い。と し て下さ い。

2)2) 設定値を無効と し て終了する設定値を無効と し て終了する

QUIT (Enter) QU IT (Enter) ある いはある いは  ESC (x1B) ESC  (x1B) と タ ーミ ナルから 入力し ま す。と タ ーミ ナルから 入力し ま す。

＊＊＊＊＊＊PROGRAM ENDPROGRAM END＊＊＊＊＊＊  と 表示し て、と 表示し て、 CH1CH1 のの LEDLEDは緑点灯と なり ま す。は緑点灯と なり ま す。

編集し た値は全て無効と なり 、編集し た値は全て無効と なり 、 プ ロ グ ラ ムモ ード に入る前の設定値に戻り ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード に入る前の設定値に戻り ま す。

3)3) 設定値を一時的に有効と し て終了する設定値を一時的に有効と し て終了する

END (En ter) END (En ter) と タ ーミ ナルから 入力し ま す。と タ ーミ ナルから 入力し ま す。

＊＊＊＊＊＊PROGRAM ENDPROGRAM END＊＊＊と 表示し て、＊＊＊と 表示し て、 CH1CH1 のの LEDLED は緑点灯と なり ま す。は緑点灯と なり ま す。

設定内容で動作する通信モード と なり ま す。設定内容で動作する通信モード と なり ま す。 但し 、但し 、 フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM には変更しには変更し

た内容が保存さ れないので、た内容が保存さ れないので、電源を切っ た り リ セッ ト コ マ ン ド を実行する と 、電源を切っ た り リ セッ ト コ マ ン ド を実行する と 、そそ

れ以前の保存さ れた設定内容での動作に戻り ま す。れ以前の保存さ れた設定内容での動作に戻り ま す。

一時的な通信試験に使用出来ます。一時的な通信試験に使用出来ます。

プ ロ グ ラ ムモ ード 中は、プ ロ グ ラ ムモ ード 中は、 タ ーミ ナルを使用し て対話的に設定値編集が行なえます。タ ーミ ナルを使用し て対話的に設定値編集が行なえます。

基本の操作方法は、基本の操作方法は、タ ーミ ナル画面に表示し ている フ ォ ーマ ッ ト と 同じ よ う に タ ータ ーミ ナル画面に表示し ている フ ォ ーマ ッ ト と 同じ よ う に タ ー

ミ ナルのキー入力を行ないます。ミ ナルのキー入力を行ないます。

ASCIIASCII コ ード を使用し ま す。コ ード を使用し ま す。英大文字と 英小文字はど ち ら でも かま いま せん。英大文字と 英小文字はど ち ら でも かま いま せん。

(Enter) (Enter) は、は、 タ ーミ ナルのタ ーミ ナルの EnterEnterキーを押す事を示し 、キーを押す事を示し 、 CRCR とと LFLFのの 22 コ ード が出力さコ ード が出力さ

れます。れま す。

入力する際の項目の順序は問いません。入力する際の項目の順序は問いません。

設定できない項目名や値の場合は、設定できない項目名や値の場合は、 タ ーミ ナルにタ ーミ ナルに   ？？  を 表示し ま す。を表示し ま す。
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１ －４ －２ 　 表示例１ －４ －２ 　 表示例

１ －４ －３ 　 一括設定１ －４ －３ 　 一括設定

プロ グ ラ ムモ ード 中にプロ グ ラ ムモ ード 中に  (Enter)  (Enter) のみを入力する と 、のみを入力する と 、そ の時の設定内容を タ ーミ ナル画その時の設定内容を タ ーミ ナル画

面に表示し ま す。面に表示し ま す。表示は、表示は、 22 ページにわた り ま すのでページにわたり ま すので  (Enter)  (Enter) をを 22度実行する と 全て度実行する と 全て

の設定内容が確認出来ます。の設定内容が確認出来ます。

ま たま た、、 1 (Enter) 1 (Enter) では１ ページ目をでは１ ページ目を  2 (Enter)  2 (Enter) ではでは 22 ページ目を表示し ま す。ページ目を表示し ま す。

DMX908DMX908 の表示例の表示例

*** PROGRAM 1*** PROGRAM 1//2 ***2 ***

DMX908 Version 1.0 2006DMX908 Version 1.0 2006//****//****

COM=LINK#COM=LINK# COMMAND PROMPT (Max 6Byte)COMMAND PROMPT (Max 6Byte)

I= 0.50I= 0.50 INSTRUCTION WATCH TIMER [0.00-2.50sec]INSTRUCTION WATCH TIMER [0.00-2.50sec]

P=DP=D POLLING [EPOLLING [E//D]D]

H=DH=D HEADER INSERT [EHEADER INSERT [E//DD//V]V]

T=50T=50 POLLING TIMER [1-5000ms]POLLING TIMER [1-5000ms]

ND=0ND=0 THE NUMBER OF DOWN-CHANNEL WHEN POWER ON [0,2-8]THE NUMBER OF DOWN-CHANNEL WHEN POWER ON [0,2-8]

NU=0NU=0 THE NUMBER OF UP-CHANNEL WHEN POWER ON [0,2-8]THE NUMBER OF UP-CHANNEL WHEN POWER ON [0,2-8]

B=DB=D BREAK OUTPUT WHEN POWER ON [EBREAK OUTPUT WHEN POWER ON [E//D]D]

*** PROGRAM 2*** PROGRAM 2//2 ***2 ***

BPSBPS　 　 　 　　 　 　 　 STOPSTOP　 　　 　 DATADATA　 　　 　 PARITYPARITY　　 XONXON　 　　 　  RTS RTS　 　　 　   DTR  DTR　 　　 　  MULTI MULTI　　     DEL-CODE    DEL-CODE

1B=96001B=9600　 　　 　 1S=11S=1　 　　 　 1D=81D=8　 　　 　 1P=N1P=N　 　　 　 1X=D1X=D　 　　 　 1R=D1R=D　 　　 　 1D=D1D=D

2B=96002B=9600　 　　 　 2S=12S=1　 　　 　 2D=82D=8　 　　 　 2P=N2P=N　 　　 　 2X=D2X=D　 　　 　 2R=D2R=D　 　　 　 2D=D2D=D　 　　 　 2M=D2M=D　 　　 　 2C=0D2C=0D

3B=96003B=9600　 　　 　 3S=13S=1　 　　 　 3D=83D=8　 　　 　 3P=N3P=N　 　　 　 3X=D3X=D　 　　 　 3R=D3R=D　 　　 　 3D=D3D=D　 　　 　 3M=D3M=D　 　　 　 3C=0D3C=0D

4B=96004B=9600　 　　 　 4S=14S=1　 　　 　 4D=84D=8　 　　 　 4P=N4P=N　 　　 　 4X=D4X=D　 　　 　 4R=D4R=D　 　　 　 4D=D4D=D　 　　 　 4M=D4M=D　 　　 　 4C=0D4C=0D

5B=96005B=9600　 　　 　 5S=15S=1　 　　 　 5D=85D=8　 　　 　 5P=N5P=N　 　　 　 5X=D5X=D　 　　 　 5R=D5R=D　 　　 　 5D=D5D=D　 　　 　 5M=D5M=D　 　　 　 5C=0D5C=0D

6B=96006B=9600　 　　 　 6S=16S=1　 　　 　 6D=86D=8　 　　 　 6P=N6P=N　 　　 　 6X=D6X=D　 　　 　 6R=D6R=D　 　　 　 6D=D6D=D　 　　 　 6M=D6M=D　 　　 　 6C=0D6C=0D

7B=96007B=9600　 　　 　 7S=17S=1　 　　 　 7D=87D=8　 　　 　 7P=N7P=N　 　　 　 7X=D7X=D　 　　 　 7R=D7R=D　 　　 　 7D=D7D=D　 　　 　 7M=D7M=D　 　　 　 7C=0D7C=0D

8B=96008B=9600　 　　 　 8S=18S=1　 　　 　 8D=88D=8　 　　 　 8P=N8P=N　 　　 　 8X=D8X=D　 　　 　 8R=D8R=D　 　　 　 8D=D8D=D　 　　 　 8M=D8M=D　 　　 　 8C=0D8C=0D

エ ディ タ で設定項目を フ ァ イ ルと し て作成し 、エ ディ タ で設定項目を フ ァ イ ルと し て作成し 、そ のフ ァ イ ルを プ ロ グ ラ ムモ ード 中そ のフ ァ イ ルを プ ロ グ ラ ムモ ード 中

に転送する事で一括し て各設定を行なう 事が出来ます。に転送する事で一括し て各設定を行なう 事が出来ます。

同じ 設定や制御器のプ ロ グ ラ ムで設定変更を行なう 事が可能です。同じ 設定や制御器のプ ロ グ ラ ムで設定変更を行なう 事が可能です。
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１ －５ 　 設定項目１ －５ 　 設定項目

１ －５ －１ 　１ －５ －１ 　 11 ペ ー ジ目ページ目

1)1) コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド 文字列

COM= aaaa  (En ter)COM= aaaa  (En ter) デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 COM=LINK#COM=LINK#

コ マ ン ド 文字列を指定し ま す。コ マ ン ド 文字列を指定し ま す。

aaaaaaaa の部分がコ マ ン ド 文字列と なり ま す。の部分がコ マ ン ド 文字列と なり ま す。 11文字から 最大文字から 最大66文字ま で可能です。文字まで可能です。

英大文字と 英小文字は、英大文字と 英小文字は、 別のコ ード と し て認識さ れます。別のコ ード と し て認識さ れます。

ASCIIASCII文字コ ード だけでなく 記号等も可能です。文字コ ード だけでなく 記号等も可能です。

コ マ ン ド についてはコ マ ン ド については [ [第第33章　 コ マ ン ド章　 コ マ ン ド ] ] も 参照し て下さ い。も参照し て下さ い。

2)2) コ マ ン ド 監視タ イ マコ マ ン ド 監視タ イ マ デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 I=0.50 (sec)I= 0.50 (sec)

I= t. tt (En ter)I= t. tt (En ter)

CH1CH1 に コ マ ン ド 受信の際に、にコ マ ン ド 受信の際に、 コ マ ン ド 有効の監視を行なう 時間を設定し ま す。コ マ ン ド 有効の監視を行なう 時間を設定し ま す。

tt.tt.ttは、は、 0.000.00 からから 2.502.50 秒が設定でき ま す。秒が設定でき ま す。

コ マ ン ド文字受信の途中でこ の時間が経過すると コ マ ン ド ではないと 判定し て伝コ マン ド文字受信の途中でこ の時間が経過すると コ マ ン ド ではないと 判定し て伝

送するデータ と し て扱いま す。送するデータ と し て扱いま す。

コ マ ン ド文字と 同じ コ ード を含むデータ が途中まであるよ う な場合にコ マ ン ド とコ マ ン ド文字と 同じ コ ード を含むデータ が途中まであるよ う な場合にコ マ ン ド と

区別する こ と が出来ます。区別する こ と が出来ます。

I=0.00I= 0.00 の場合には監視タ イ マ は無効と なり 、の場合には監視タ イ マ は無効と なり 、 コ マ ン ド の最後まで待ち ま す。コ マ ン ド の最後まで待ち ま す。

3)3) ポーリ ン グポーリ ン グ デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 P=DP=D

P= E (En ter)P= E (En ter) 電源投入時から 、電源投入時から 、 ポーリ ン グ動作と なり ま す。ポーリ ン グ動作と なり ま す。

P= D (En ter)P= D  (En ter) ポーリ ン グは行ないません。ポーリ ン グは行ないません。

[[22--55　 ポーリ ン グ通信　 ポーリ ン グ通信] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

4)4) ポーリ ン グ時のヘッ ダポーリ ン グ時のヘッ ダ デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 H=DH=D

H= E (En ter)H = E (En ter)

ポーリ ン グで上り 接続さ れたポーリ ン グで上り 接続さ れた CHCH番号を伝送するデータ の前に付加し ま す。番号を伝送するデータ の前に付加し ま す。

ヘッ ダ フ ォ ーマ ッ ト は、ヘッ ダ フ ォ ーマ ッ ト は、 LINK#02  LINK#02 のよ う に 、のよ う に 、COMCOM指定のコ マ ン ド 文字列と 上り指定のコ マ ン ド 文字列と 上り

接続接続CHCH を示すを示す 22桁数値です。桁数値です。

H= D (En ter)H = D  (En ter)

ポーリ ン グ時のヘッ ダ は付加さ れません。ポーリ ン グ時のヘッ ダ は付加さ れません。 上り データ のみ伝送さ れます。上り データ のみ伝送さ れます。

H= V (En ter)H = V (En ter)

ヘ ッ ダ フ ォ ーマ ッ ト が、ヘッ ダ フ ォ ーマ ッ ト が、 LINK#2+cr+ lf  LINK#2+cr+ lf ある いは、ある いは、LINK#16+cr+ lf LINK#16+cr+ lf と なり ま す。と なり ま す。

P=EP=E、、 H=VH=Vの設定の場合は、の設定の場合は、 DMX400DMX400 シリ ーズシリ ーズ、、 DMX300DMX300 シリ ーズシリ ーズのポーのポー

リ ン グ と 同等の動作と する事が出来ます。リ ン グ と 同等の動作と する事が出来ます。
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5)5) ポーリ ン グ保持タ イ マポーリ ン グ保持タ イ マ デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 T=50 (ms)T=50 (ms)

T= tttt (En ter)T= tttt (En ter)

ポーリ ン グで上り 接続さ れたポーリ ン グで上り 接続さ れた CHCHを保持する時間です。を保持する時間です。 ttttttttは、は、1 5̃000ms1 5̃000msの設定の設定

が可能です。が可能です。

ポーリ ン グ において、ポーリ ン グ において、ある ス レ イ ブある ス レ イ ブ CHCHに上り データ があり 、に上り データ があり 、上り 接続さ れた後、上り 接続さ れた後、

こ の時間を経過し ても そ のス レ イ ブこ の時間を経過し ても そ のス レ イ ブ CHCH に受信が無く なっ た場合に次のに受信が無く なっ た場合に次の CHCHの上の上

り データ 有無のチ ェ ッ ク に切替り ま す。り データ 有無のチ ェ ッ ク に切替り ま す。

こ の時間以内にそ のス レ イ ブ に受信が継続さ れるなら 、こ の時間以内にそ のス レ イ ブ に受信が継続さ れるなら 、そ の上り 接続は維持さ れその上り 接続は維持さ れ

ます。ま す。

6)6) 起動時の下り 接続起動時の下り 接続 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 ND=0ND=0

ND= nn  (En ter)ND= nn  (En ter)

起動時の下り 接続を指定し ま す。起動時の下り 接続を指定し ま す。

nnnn が、が、 2̃2 最̃大最大CHCH の場合は、の場合は、 指定指定CHCH が下り 接続と なり ま す。が下り 接続と なり ま す。

0 (0 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 下り は同報と なり ま す。下り は同報と なり ま す。 11 は指定でき ま せん。は指定でき ま せん。

同報については、同報については、 [2 [2--44　 同報通信　 同報通信] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

7)7) 起動時の上り 接続起動時の上り 接続 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 NU=0NU=0

NU= nn  (en ter)NU= nn  (en ter)

起動時の上り 接続を指定し ま す。起動時の上り 接続を指定し ま す。

nnnn が、が、 2̃2 最̃大最大CHCH の場合は、の場合は、 指定指定CHCH が上り 接続と なり ま す。が上り 接続と なり ま す。

0 (0 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 上り 接続無し と なり ま す。上り 接続無し と なり ま す。 11 は指定でき ま せん。は指定でき ま せん。

8)8) 起動時にブ レ イ ク 信号出力起動時にブ レ イ ク 信号出力 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 B=DB=D

B= E (En ter)B= E (En ter) 起動時に全起動時に全CHCH にに 100ms100ms のブ レ イ ク 信号を出力し ま す。のブ レ イ ク 信号を出力し ま す。

B= D (En ter)B= D  (En ter) 起動時にはブ レ イ ク 信号を出力し ま せん。起動時にはブ レ イ ク 信号を出力し ま せん。



1010

第１ 章　 通信を行う 前の条件設定第１ 章　 通信を行う 前の条件設定

１ －５ －２ 　１ －５ －２ 　 22 ペ ー ジ目ページ目

22 ページ目は、ページ目は、 各各CHCH の通信条件の設定です。の通信条件の設定です。

nnB=nnB=　 のよ う に 、　 のよ う に 、 CHCH 数字と 項目で指定し ます。数字と 項目で指定し ます。 nnnn は、は、 1̃1 最̃大最大CHCH のの CHCH番号。番号。

nnnn をを 0 (0 (ゼロゼロ ) ) と する と 、と する と 、 全全CHCH が同じ 設定値と なり ま す。が同じ 設定値と なり ま す。

例例))16B=115200 (Enter) 16B=115200 (Enter) では、では、 CH16CH16 の通信速度をの通信速度を 115200BPS115200BPS と し ま す。と し ま す。

1)1) 通信速度通信速度 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 nnB= 9600nnB= 9600

nnB= b b b b  (En ter)n nB= b b b b  (En ter)

nnCHnnCH の送受信の通信速度を指定し ます。の送受信の通信速度を指定し ます。

bbbbbbbb は、は、 12001200、、 24002400、、 48004800、、 96009600、、 1440014400、、 1920019200、、 2880028800、、 3840038400、、 5760057600、、

7680076800、、 115200 (BPS) 115200 (BPS) です。です。

2)2) ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 nnS= 1nnS= 1

nnS= 1 (En ter)n nS= 1 (En ter) 送信時のス ト ッ プ ビ ッ ト 長を送信時のス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 11 ビ ッ ト と し ま す。ビ ッ ト と し ま す。

nnS= 2 (En ter)n nS= 2 (En ter) 送信時のス ト ッ プ ビ ッ ト 長を送信時のス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 22 ビ ッ ト と し ま す。ビ ッ ト と し ま す。

受信の場合は、受信の場合は、こ の設定に関わら ず、こ の設定に関わら ず、ど ち ら のス ト ッ プ ビ ッ ト でも受信可能です。ど ち ら のス ト ッ プ ビ ッ ト でも受信可能です。

3)3) データ ビ ッ ト 長データ ビ ッ ト 長 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 nnD=8nnD=8

nnD= 8 (En ter)n nD= 8 (En ter) 送受信のデータ ビ ッ ト 長を送受信のデータ ビ ッ ト 長を 88 ビ ッ ト と し ま す。ビ ッ ト と し ま す。

nnD= 7 (En ter)n nD= 7 (En ter) 送受信のデータ ビ ッ ト 長を送受信のデータ ビ ッ ト 長を 77 ビ ッ ト と し ま す。ビ ッ ト と し ま す。

4)4) パリ テ ィ ビ ッ トパリ テ ィ ビ ッ ト デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 nnP=NnnP=N

nnP= N  (En ter)n nP= N  (En ter) パリ テ ィ 無し と し ま す。パリ テ ィ 無し と し ま す。

nnP= E (Enter)n nP= E (Enter) パリ テ ィパリ テ ィ Even (Even (偶数偶数) ) と し ま す。と し ま す。

nnP= O (En ter)n nP= O (En ter) パリ テ ィパリ テ ィ Odd (Odd (奇数奇数) ) と し ま す。と し ま す。

ご 注意ご 注意 データ ビ ッ ト 長、データ ビ ッ ト 長、パリ テ ィ が不一致の受信は、パリ テ ィ が不一致の受信は、破棄さ れますが、破棄さ れますが、組み合わせ組み合わせ

によ っ ては異なる コ ード と し て認識さ れる場合があり ま す。によ っ ては異なる コ ード と し て認識さ れる場合があり ま す。 ( (パリ テ ィ ビ ッパリ テ ィ ビ ッ

ト がス ト ッ プ ビ ッ ト と みなさ れる場合等ト がス ト ッ プ ビ ッ ト と みなさ れる場合等))
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5)5) ソ フ ト フ ロ ー制御ソ フ ト フ ロ ー制御 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 nnX=DnnX=D

nnX= E (En ter)n nX= E (En ter) XONXON//XOFFXOFF コ ード によ る フ ロ ー制御を有効と し ま す。コ ード によ る フ ロ ー制御を有効と し ま す。

nnX= D (En ter)n nX= D (En ter) XONXON//XOFFXOFF フ ロ ー制御は行ないません。フ ロ ー制御は行ないません。

1X= F (En ter)1X= F (En ter) CH1CH1 のみ有効で、のみ有効で、 特殊なフ ロ ー制御と なり ま す。特殊なフ ロ ー制御と なり ま す。

フ ロ ー制御の詳細は、フ ロ ー制御の詳細は、 [ [第第44章　 バッ フ ァ 容量と フ ロ ー制御章　 バッ フ ァ 容量と フ ロ ー制御] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

6)6) RTSRTS//CTSCTS制御線によ る フ ロ ー制御制御線によ る フ ロ ー制御 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 nnR=DnnR=D

nnR= E (Enter)n nR= E (Enter) RTSRTS//CTSCTS フ ロ ー制御を有効と し ま す。フ ロ ー制御を有効と し ま す。

nnR= D (En ter)n nR= D (En ter) RTSRTS//CTSCTS フ ロ ー制御は行ないません。フ ロ ー制御は行ないません。

1R= F (En ter)1R= F (En ter) CH1CH1 のみ有効で、のみ有効で、 特殊なフ ロ ー制御と なり ま す。特殊なフ ロ ー制御と なり ま す。

フ ロ ー制御の詳細は、フ ロ ー制御の詳細は、 [ [第第44章　 バッ フ ァ 容量と フ ロ ー制御章　 バッ フ ァ 容量と フ ロ ー制御] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

7)7) DTRDTR//DSRDSR制御線によ る フ ロ ー制御制御線によ る フ ロ ー制御 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 nnD=DnnD=D

nnD= E (En ter)n nD= E (En ter) DTRDTR//DSRDSRフ ロ ー制御を有効と し ま す。フ ロ ー制御を有効と し ま す。

nnD= D (En ter)n nD= D (En ter) DTRDTR//DSRDSRフ ロ ー制御は行ないません。フ ロ ー制御は行ないません。

1D= F (En ter)1D= F (En ter) CH1CH1 のみ有効で、のみ有効で、 特殊なフ ロ ー制御と なり ま す。特殊なフ ロ ー制御と なり ま す。

フ ロ ー制御の詳細は、フ ロ ー制御の詳細は、 [ [第第44章　 バッ フ ァ 容量と フ ロ ー制御章　 バッ フ ァ 容量と フ ロ ー制御] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

8)8) 同報選択同報選択 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 nnM=EnnM=E

nnM= E (En ter)n nM= E (En ter) nnnn で指定し たで指定し た CHCH への同報送信を行ないます。への同報送信を行ないます。

nnM= D (Enter)n nM= D (Enter) nnnn で指定し たで指定し た CHCH へは同報送信を行ないません。へは同報送信を行ないません。

こ の設定は、こ の設定は、 CH1CH1 には行なえま せん。には行なえま せん。

同報の詳細は、同報の詳細は、 [2 [2--44　 同報通信　 同報通信] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

9)9) デ リ ミ タ コ ード の指定デリ ミ タ コ ード の指定 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 nnC=0D (CRnnC=0D (CRコ ードコ ード ))

nnCnnC ＝＝ hh (En ter)h h (En ter)

hhhh で指定するで指定する HexHex値のコ ード を デリ ミ タ コ ード と し ま す。値のコ ード を デリ ミ タ コ ード と し ま す。

LINK#RnnLINK#Rnn　 コ マ ン ド の上り 伝送の区切り コ ード を指定し ま す。　 コ マ ン ド の上り 伝送の区切り コ ード を指定し ま す。

こ の設定は、こ の設定は、 CH1CH1 には行なえま せん。には行なえま せん。

[3[3--33--44　 デリ ミ タ ま でを上り 伝送する　 デリ ミ タ ま でを上り 伝送する ] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

1)1) デフ ォ ルト 値に戻すデフ ォ ルト 値に戻す

DEFAULT (En ter)DEFAULT (En ter)

全ての設定値をデフ ォ ルト 値と し ま す。全ての設定値をデフ ォ ルト 値と し ま す。

１ －５ －３ 　 そ の他１ －５ －３ 　 そ の他
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第２ 章第２ 章　 マ ル チ プ レ ク サの動作　 マ ルチ プ レ ク サの動作

２ －１ 　 マ ス タ チ ャ ン ネ ル と ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ル２ －１ 　 マ ス タ チ ャ ン ネ ル と ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ル

２ －２ 　 伝送コ ー ド２ －２ 　 伝送コ ー ド

マ ス タ チ ャ ン ネルはマ ス タ チ ャ ン ネルは CH1CH1 で、で、 制御器に接続し ます。制御器に接続し ます。

ス レ イ ブ チ ャ ン ネルはス レ イ ブ チ ャ ン ネルは CH2CH2から 最大から 最大CH (CH (DMX908DMX908はは CH8CH8、、DMX916DMX916はは CH16) CH16) で、で、

端末機器に接続し ます。端末機器に接続し ます。

動作方法は、動作方法は、 11対対11通信、通信、同報通信、同報通信、ポーリ ン グ通信があり 、ポーリ ン グ通信があり 、起動時条件設定やコ マ起動時条件設定やコ マ

ン ド で指定出来ます。ン ド で指定出来ます。こ れら の状態は、こ れら の状態は、組み合わせても動作可能です。組み合わせても動作可能です。 ( (ポーリ ン グポーリ ン グ

通信中に下り 接続を指定する等通信中に下り 接続を指定する等))

DMX900DMX900シリ ーズシリ ーズでマ ス タ と ス レ イ ブ間で伝送さ れる コ ード は、でマ ス タ と ス レ イ ブ間で伝送さ れる コ ード は、ASCIIASCII、、EBCDICEBCDIC、、

バイ ナリ を問いま せん。バイ ナリ を問いま せん。

DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズでは以下の場合を除いて伝送コ ード には関知し ま せん。では以下の場合を除いて伝送コ ード には関知し ま せん。

◆◆ CH1CH1への受信データ で、への受信データ で、制御器が発行する コ マ ン ド フ ォ ーマ ッ ト と の一致は、制御器が発行する コ マ ン ド フ ォ ーマ ッ ト と の一致は、ココ

マ ン ド と し て認識し 、マ ン ド と し て認識し 、 そ の指示動作を行なう 。そ の指示動作を行なう 。

◆◆ ポーリ ン グでヘッ ダ 有り と し た場合は、ポーリ ン グでヘッ ダ 有り と し た場合は、 CH1CH1出力時にヘッ ダ 文字を付加する 。出力時にヘッ ダ 文字を付加する 。

◆◆ XONXON//XOFFXOFF フ ロ ー制御有効の場合のフ ロ ー制御有効の場合の XONXON とと XOFFXOFF コ ード の受信はフ ロ ー制御コ ード の受信はフ ロ ー制御

コ ード と し て扱い、コ ード と し て扱い、 伝送さ れない。伝送さ れない。

◆◆ XONXON//XOFFXOFFフ ロ ー制御有効の場合で制御状態と なっ た場合にフ ロ ー制御有効の場合で制御状態と なっ た場合に XONXON//XOFFXOFFコ ードコ ード

を発行する 。を発行する 。

◆◆ 上り 伝送をデリ ミ タ ま でと し た場合のデリ ミ タ コ ード で上り 伝送をデリ ミ タ ま でと し た場合のデリ ミ タ コ ード で CH1CH1 への伝送終止と すへの伝送終止と す

る 。る 。
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２ －３ 　２ －３ 　 11 対対 11 通信通信

制御器
端末機器2

端末機器3

端末機器4

端末機器8

DMX900

CH2

CH3

CH4

CH5

CH6

CH7

CH8

CH1

→ABCDEFG

←test02data

←TEST03DATA

→abcdefg

←TEST04DATA

←TEST08DATA

LINK#D02ABCDEFG→

LINK#D03abcdefg→

LINK#U08→

LINK#U02→

←test02data

←TEST08DATA

COM=LINK#

マ ス タ チ ャ ン ネルと １ つのス レ イ ブ チ ャ ン ネルをマ ス タ チ ャ ン ネルと １ つのス レ イ ブ チ ャ ン ネルを 11 対対11 に接続し て、に接続し て、 相互間でデー相互間でデー

タ の伝送を行ないます。タ の伝送を行ないます。

マ ス タ と ス レ イ ブ の組み合わせの切替えはコ マ ン ド で行ないま す。マ ス タ と ス レ イ ブ の組み合わせの切替えはコ マ ン ド で行ないま す。

制御器から 端末機器方向の下り 接続と 、制御器から 端末機器方向の下り 接続と 、端末機器から 制御器方向の上り 接続があり 、端末機器から 制御器方向の上り 接続があり 、

そ れぞれ独立し て接続する こ と が出来ます。そ れぞれ独立し て接続する こ と が出来ます。

下り 接続は、下り 接続は、 コ マ ン ドコ マ ン ド LINK#DnnLINK#Dnn

上り 接続は、上り 接続は、 コ マ ン ドコ マ ン ド LINK#UnnLINK#Unn

上下同じ ス レ イ ブ に接続するには、上下同じ ス レ イ ブ に接続するには、 コ マ ン ドコ マ ン ド LINK#nnLINK#nn

◆◆ 11 対対11通信例通信例

LINK#U02LINK#U02 コ マ ン ド に続く データコ マ ン ド に続く データ ABCDEFGABCDEFG はは CH2CH2から 端末機器２ へ伝送さ れる 。から 端末機器２ へ伝送さ れる 。

LINK#D03LINK#D03 コ マ ン ド に続く データコ マ ン ド に続く データ abcdefgabcdefg は端末機器は端末機器33 へ伝送さ れる 。へ伝送さ れる 。

LINK#U08LINK#U08コ マ ン ド で端末機器コ マ ン ド で端末機器88からから CH8CH8へ受信し たデータ がへ受信し たデータ が CH1CH1から 制御器へ伝から 制御器へ伝

送さ れる 。送さ れる 。

LINK#U02LINK#U02 コ マ ン ド で端末機コ マ ン ド で端末機22 から のデータ が制御器へ伝送さ れる 。から のデータ が制御器へ伝送さ れる 。

CH3CH3、、 CH4CH4 には受信がある がコ マ ン ド で上り 接続さ れないので伝送さ れずにバッには受信がある がコ マ ン ド で上り 接続さ れないので伝送さ れずにバッ

フ ァ に保存さ れる 。フ ァ に保存さ れる 。

こ の後、こ の後、 LINK#U04LINK#U04 を 実行すればを実行すれば TEST 04 DATATEST 04 DATA が制御器へ伝送さ れる 。が制御器へ伝送さ れる 。

ヒ ン トヒ ン ト 上り 方向に伝送の途中で上り 方向切替えコ マン ド を発行する と 、上り 方向に伝送の途中で上り 方向切替えコ マン ド を発行する と 、伝送データ伝送データ

の途中で分断さ れる場合があり ま す。の途中で分断さ れる場合があり ま す。

　 　　 　 こ の様な場合は、こ の様な場合は、ア プ リ ケーショ ン で切替えタ イ ミ ン グ を調整する 、ア プ リ ケーショ ン で切替えタ イ ミ ン グ を調整する 、ポーリポーリ

ン グ 、ン グ 、 デリ ミ タ コ ード ま でのコ マ ン ド 等の方法で回避し て下さ い。デリ ミ タ コ ード ま でのコ マ ン ド 等の方法で回避し て下さ い。
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２ －４ 　 同報通信２ －４ 　 同報通信

同報通信は、同報通信は、 下り 方向への伝送状態です。下り 方向への伝送状態です。

制御器から のデータ を複数のスレ イ ブ へ伝送し ま す。制御器から のデータ を複数のスレ イ ブ へ伝送し ま す。

通信条件設定で　通信条件設定で　 nnM=EnnM=E　 の設定と なっ ている ス レ イ ブ へ伝送さ れ、　 の設定と なっ ている ス レ イ ブ へ伝送さ れ、nnM=DnnM=Dへは伝へは伝

送さ れません。送さ れま せん。

同報は通信条件設定の同報は通信条件設定の ND=0ND=0 で起動し た時、で起動し た時、 コ マ ン ドコ マ ン ド LINK#D00LINK#D00 ある いはあるいは LINK#00LINK#00

で行ないま す。で行ないま す。

◆◆ 同報通信例同報通信例

ND=0ND=0 なので起動時から 同報モード と なっ ている 。なので起動時から 同報モード と なっ ている 。

制御器から のデータ制御器から のデータ ABCDEFGABCDEFG は、は、 nM=EnM=E設定の設定の CH2CH2、、 CH3CH3、、 CH8CH8 から 各端末機器から 各端末機器

へ伝送さ れる 。へ伝送さ れる 。

4M=D4M=D と なっ ている為、と なっ ている為、 CH4CH4 へは伝送さ れない。へは伝送さ れない。

LINK#U04LINK#U04 コ マ ン ド は、コ マ ン ド は、上り 接続のみ上り 接続のみ CH4CH4 と し たので端末機器４ から のデータ は制と し たので端末機器４ から のデータ は制

御器へ伝送さ れる 。御器へ伝送さ れる 。

下り 接続は同報のま ま であるので、下り 接続は同報のま ま であるので、 そ の後の制御器から のデータ は、そ の後の制御器から のデータ は、 同報さ れる 。同報さ れる 。

制御器
端末機器2

端末機器3

端末機器4

端末機器8

DMX900

CH2

CH3

CH4

CH5

CH6

CH7

CH8

CH1

→ABCDEFG

←test04data

→abcdefghijk

ABCDEFG→

LINK#U04→

abcdefg hijk→

←test04data

ND=0

2M=E

3M=E

4M=D

8M=E

・・・

・・・

→ABCDEFG

→abcdefghijk

→ABCDEFG

→abcdefghijk
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第２ 章　 マルチプレ ク サの動作第２ 章　 マルチプレ ク サの動作

２ －５ 　 ポ ー リ ン グ 通信２ －５ 　 ポ ー リ ン グ 通信

制御器
端末機器2

端末機器3

端末機器4

端末機器8

DMX900

CH2

CH3

CH4

CH5

CH6

CH7

CH8

CH1

←Data02ABC

LINK#D08XYZ→

←LINK#02Data02ABC

P=E

H=E

T=0.50

XYZ→

←LINK#03Data03+ +++

←LINK#08Data08aabb

←LINK#02Data02abcd

←LINK#03Data03####

←Data02abcd

←Data03++ ++

←Data03####

←Data08aabb

中断

中断

中断

ポーリ ン グは、ポーリ ン グは、 上り 方向の接続状態です。上り 方向の接続状態です。

各スレ イ ブ への受信を順番にチ ェ ッ ク し て 、各ス レ イ ブ への受信を順番にチ ェ ッ ク し て 、受信があればそ の受信があればそ のCHCHを上り 接続と し まを上り 接続と し ま

す。す。

ス レ イ ブ受信データ は、ス レ イ ブ受信データ は、 制御機へ伝送さ れ、制御機へ伝送さ れ、 ス レ イ ブ への受信が中断する と 次のスス レ イ ブ への受信が中断する と 次のス

レ イ ブ への受信有無のチェ ッ ク と なり ま す。レ イ ブ への受信有無のチェ ッ ク と なり ま す。 中断監視時間は、中断監視時間は、 T=T= で設定し ま す。で設定し ま す。

ポー リ ン グ 動作と する に は、ポー リ ン グ 動作と する に は、 通信条件設定で通信条件設定で P= EP= E と し て起動する か 、と し て起動する か 、 コ マ ン ドコ マ ン ド

LINK#G00LINK#G00 で行ないま す。で行ないま す。

ポーリ ン グでは、ポーリ ン グでは、ど のど のCHCHから の受信であるかを示すヘッ ダ を データ の前に付加するから の受信であるかを示すヘッ ダ を データ の前に付加する

事が出来ます。事が出来ます。

ポーリ ン グ実行はポーリ ン グ実行は LINK#G00LINK#G00、、 中止は中止は LINK#A00LINK#A00 コ マ ン ド でも行なえま す。コ マ ン ド でも行なえま す。

ポーリ ン グ動作中のポーリ ン グ動作中の LINK#UnnLINK#Unn コ マ ン ド は無効、コ マ ン ド は無効、 LINK#nnLINK#nn コ マ ン ド は下り のみ有効コ マ ン ド は下り のみ有効

と なり ま す。と なり ま す。

◆ポーリ ン グ通信例◆ポーリ ン グ通信例

P=EP=E なので起動時から ポーリ ン グ動作と なる 。なので起動時から ポーリ ン グ動作と なる 。

CH2CH2 に受信がある のでヘッ ダに受信がある のでヘッ ダ LINK#02LINK#02 を 制御器へ送り 、を 制御器へ送り 、 続いて続いて CH2CH2 受信データ受信データ

Data02ABCData02ABCが制御機へ伝送さ れる 。が制御機へ伝送さ れる 。

こ こ でこ こ で 0.50sec0.50sec の受信中断が発生し たので次のの受信中断が発生し たので次の CH3CH3 受信有無をチ ェ ッ ク する 。受信有無をチ ェ ッ ク する 。

受信あり でヘッ ダ受信あり でヘッ ダ LINK#03LINK#03 を 送信し た後にを送信し た後に CH3CH3 から のデータ を伝送する 。から のデータ を伝送する 。

CH4CH4 には受信が無いので次のには受信が無いので次の CH5CH5 の有無チェ ッ ク へと 続く 。の有無チェ ッ ク へと 続く 。

同様に同様に CH8CH8 から 伝送し て再びから 伝送し て再び CH2CH2 から 伝送する 。から 伝送する 。

LINK#D08LINK#D08コ マ ン ド は、コ マ ン ド は、下り 方向なので有効で、下り 方向なので有効で、CH8CH8へはデータへはデータ XYZXYZが伝送さ れる 。が伝送さ れる 。
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第３ 章　 コ マ ン ド第３ 章　 コ マン ド

  第３ 章第３ 章　 コ マ ン ド　 コ マ ン ド

３ －１ 　 コ マ ン ド の フ ォ ー マ ッ ト３ －１ 　 コ マ ン ド の フ ォ ー マ ッ ト

３ －２ 　 コ マ ン ド の 扱い３ －２ 　 コ マ ン ド の 扱い

フ ォ ーマ ッ ト は、フ ォ ーマ ッ ト は、 [ [コ マ ン ド 文字列＋コ マ ン ド 文字＋コ マ ン ド 文字列＋コ マ ン ド 文字＋22桁数値桁数値] ] と なり ま す。と なり ま す。

コ マ ン ド 文字列は、コ マ ン ド 文字列は、 プ ロ グ ラ ムモ ード のプ ロ グ ラ ムモ ード の COM=COM= で指定する文字列です。で指定する文字列です。

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、英大文字、英大文字、記号の記号の 11文字です。文字です。 ( (コ マ ン ド 文字が省略さ れる コ マ ンコ マ ン ド 文字が省略さ れる コ マ ン

ド も あり ま す。ド も あり ま す。))

22桁数値は、桁数値は、そ のコ マ ン ド の対象と なる ス レ イ ブそ のコ マ ン ド の対象と なる ス レ イ ブ CH (02̃CH (02 最̃大最大CH)CH)、、ある いはあるいは 00 (00 (ゼゼ

ロロ ) ) です。です。

例えば、例えば、 LINK#C16LINK#C16 は、は、 CH16CH16 の上り バッ フ ァ ク リ ア と なり ま す。の上り バッ フ ァ ク リ ア と なり ま す。

本書では、本書では、COM=LINK#COM=LINK#の設定である と し ての設定である と し て LINK#LINK#表記で解説し ま す。表記で解説し ます。変更さ れてい変更さ れてい

る場合は、る場合は、 LINK#LINK# 部分を読み替えて下さ い。部分を読み替えて下さ い。 22 桁数値は桁数値は nnnn と 表記し ま す。と 表記し ま す。

ご 注意ご 注意 コ マン ド は無効には出来ないので、コ マ ン ド は無効には出来ないので、下り 伝送データ 中にコ マ ン ド 文字列と 同下り 伝送データ 中にコ マ ン ド 文字列と 同

じ 文字列が存在する よ う なシス テムでは差し 障り のない文字列にし て下さじ 文字列が存在する よ う なシス テムでは差し 障り のない文字列にし て下さ

い。い。 文字以外に記号も可能です。文字以外に記号も可能です。

CH1CH1に受信する文字列をチ ェ ッ ク し ており 、に受信する文字列をチ ェ ッ ク し ており 、 コ マ ン ド 文字列と 一致し た場合は、コ マ ン ド 文字列と 一致し た場合は、ここ

れを コ マ ン ド と し てそ の指示の動作と なり ま す。れを コ マ ン ド と し てそ の指示の動作と なり ま す。

コ マ ン ド フ ォ ーマ ッ ト 部分は、コ マ ン ド フ ォ ーマ ッ ト 部分は、 ス レ イ ブ へは伝送さ れません。ス レ イ ブ へは伝送さ れません。

I=I= で設定さ れた時間が経過し ても コ マ ン ド フ ォ ーマ ッ ト が成立し ない場合には、で設定さ れた時間が経過し ても コ マ ン ド フ ォ ーマ ッ ト が成立し ない場合には、そそ

のコ マ ン ド は無効と なり ま す。のコ マ ン ド は無効と なり ま す。 こ の場合、こ の場合、成立し なかっ た文字列をデータ と し てス成立し なかっ た文字列をデータ と し てス

レ イ ブ へ伝送し ま す。レ イ ブ へ伝送し ま す。

コ マ ン ド 文字が無効な文字や数値が無効の値の場合は、コ マ ン ド 文字が無効な文字や数値が無効の値の場合は、 コ マ ン ド を無効と し ま す。コ マ ン ド を無効と し ま す。

こ の部分はスレ イ ブ へは伝送さ れません。こ の部分はスレ イ ブ へは伝送さ れません。
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第３ 章　 コ マ ン ド第３ 章　 コ マン ド

３ －３ －１ 　 上下接続切替え３ －３ －１ 　 上下接続切替え

３ －３ 　 コ マ ン ド の種類と 解説３ －３ 　 コ マ ン ド の種類と 解説

３ －３ －２ 　 上り 接続切替え３ －３ －２ 　 上り 接続切替え

３ －３ －３ 　 下り 接続切替え３ －３ －３ 　 下り 接続切替え

LIN K#Un nL IN K#Un n

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の UU

上り 接続を ス レ イ ブ上り 接続を ス レ イ ブ nnnn に切替えます。に切替えます。

こ のコ マ ン ド 実行後にスレ イ ブこ のコ マ ン ド 実行後にスレ イ ブ nnnn から のデータ は制御機から のデータ は制御機 (CH1)  (CH1) に伝送さ れま す。に伝送さ れます。

こ の時、こ の時、 接続スレ イ ブ に既に受信があれば、接続スレ イ ブ に既に受信があれば、 古い部分から 順番に伝送さ れます。古い部分から 順番に伝送さ れます。

下り 方向への影響はあり ま せん。下り 方向への影響はあり ま せん。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 上り 接続無し と なり ま す。上り 接続無し と なり ま す。

ポーリ ン グ動作中では、ポーリ ン グ動作中では、 こ のコ マ ン ド は無効と なり ま す。こ のコ マ ン ド は無効と なり ま す。

LIN K #Dn nL IN K #Dn n

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の DD

下り 接続を ス レ イ ブ下り 接続を ス レ イ ブ nnnn に切替えます。に切替えます。 上り 方向への影響はあり ま せん。上り 方向への影響はあり ま せん。

こ のコ マ ン ド 実行後の制御器こ のコ マ ン ド 実行後の制御器 (CH1)  (CH1) から のデータ はス レ イ ブから のデータ はス レ イ ブ nnnn に伝送さ れま す。に伝送さ れます。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 下り 同報と なり ま す。下り 同報と なり ま す。

LINK #n nLINK #n n

こ のコ マ ン ド には、こ のコ マ ン ド には、 コ マ ン ド 文字があり ま せん。コ マ ン ド 文字があり ま せん。

上下接続を スレ イ ブ上下接続を スレ イ ブ nnnn に切替えます。に切替えます。

こ のコ マ ン ド 実行後の制御器こ のコ マ ン ド 実行後の制御器 (CH1)  (CH1) から のデータ はス レ イ ブから のデータ はス レ イ ブ nnnn に伝送さ れま す。に伝送さ れます。

こ のコ マ ン ド 実行後にスレ イ ブこ のコ マ ン ド 実行後にスレ イ ブ nnnn から のデータ は制御機から のデータ は制御機 (CH1)  (CH1) に伝送さ れま す。に伝送さ れます。

こ の時、こ の時、 接続スレ イ ブ に既に受信があれば、接続スレ イ ブ に既に受信があれば、 古い部分から 順番に伝送さ れます。古い部分から 順番に伝送さ れます。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 下り 同報、下り 同報、 上り 接続無し と なり ま す。上り 接続無し と なり ま す。

ポーリ ン グ動作中では、ポーリ ン グ動作中では、 こ のコ マ ン ド は下り 接続は切替えますが、こ のコ マ ン ド は下り 接続は切替えますが、上り 切替えは無上り 切替えは無

効と なり ま す。効と なり ま す。

３ －３ －４ 　 デ リ ミ タ ま で を 伝送する３ －３ －４ 　 デ リ ミ タ ま で を 伝送する

LINK #RnnLINK #Rnn

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の RR
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第３ 章　 コ マ ン ド第３ 章　 コ マン ド

３ －３ －７ 　 ポ ー リ ン グ 動作と する３ －３ －７ 　 ポ ー リ ン グ 動作と する

３ －３ －８ 　 ポ ー リ ン グ 動作を 中止する３ －３ －８ 　 ポ ー リ ン グ 動作を 中止する

３ －３ －５ 　 ス レ イ ブ の上り バ ッ フ ァ ク リ ア３ －３ －５ 　 ス レ イ ブ の上り バ ッ フ ァ ク リ ア

３ －３ －６ 　 ス レ イ ブ の下り バ ッ フ ァ ク リ ア３ －３ －６ 　 ス レ イ ブ の下り バ ッ フ ァ ク リ ア

LIN K#Cn nL IN K#Cn n

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の CC

ス レ イ ブス レ イ ブ nnnn の入力バッ フ ァ を ク リ ア し ま す。の入力バッ フ ァ を ク リ ア し ま す。

フ ロ ー制御でビ ジー状態と なっ ている ス レ イ ブ に対し て上り バッ フ ァ ク リ ア を実行フ ロ ー制御でビ ジー状態と なっ ている ス レ イ ブ に対し て上り バッ フ ァ ク リ ア を実行

する と 、する と 、 レ ディ に変化し ま す。レ ディ に変化し ま す。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 全てのス レ イ ブ全てのス レ イ ブ CHCH の入力バッ フ ァ ク リ ア と なり ま す。の入力バッ フ ァ ク リ ア と なり ま す。

LINK #EnnLINK #Enn

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の EE

ス レ イ ブス レ イ ブ nnnn の出力バッ フ ァ を ク リ ア し ま す。の出力バッ フ ァ を ク リ ア し ま す。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 全てのス レ イ ブ全てのス レ イ ブ CHCH の出力バッ フ ァ ク リ ア と なり ま す。の出力バッ フ ァ ク リ ア と なり ま す。

LIN K #G 00L IN K #G 00

コ マ ン ド 文字は英大文字のコ マ ン ド 文字は英大文字の GG で、で、 数値が数値が 00 (00 (ゼロゼロ ) ) のみ有効です。のみ有効です。

ポーリ ン グ動作を開始し ま す。ポーリ ン グ動作を開始し ま す。

P=EP=E、、 P=DP=Dのど ち ら の設定でも動作し ま す。のど ち ら の設定でも動作し ま す。 LINK#A00LINK#A00 と 組み合わせて使用し ま す。と 組み合わせて使用し ま す。

LIN K #A00L IN K #A00

コ マ ン ド 文字は英大文字のコ マ ン ド 文字は英大文字の AAで、で、 数値が数値が 00 (00 (ゼロゼロ ) ) のみ有効です。のみ有効です。

ポーリ ン グ動作を中止し て、ポーリ ン グ動作を中止し て、 通常のコ マ ン ド での切替え動作と なり ま す。通常のコ マ ン ド での切替え動作と なり ま す。

P=EP=E、、 P=DP=Dのど ち ら の設定でも動作し ま す。のど ち ら の設定でも動作し ま す。 LINK#G00LINK#G00 と 組み合わせて使用し ま す。と 組み合わせて使用し ま す。

ヒ ン トヒ ン ト データ の最後のコ ード がデータ の最後のコ ード が CR (x0D) CR (x0D) やや ETX( x03) ETX( x03) など に決ま っ た フ ォ ーマ ッなど に決ま っ た フ ォ ーマ ッ

ト のデータ を制御機が順番に読みこ みながら 処理を行なう 使用方法が行なえト のデータ を制御機が順番に読みこ みながら 処理を行なう 使用方法が行なえ

ます。ま す。

スレ イ ブスレ イ ブ nnnnに受信し ているデータ のう ち 、　に受信し ているデータ のう ち 、　 nnC=nnC=　 で指定し たコ ード ま でを制御器　 で指定し たコ ード ま でを制御器

(CH1) (CH1) に伝送し ま す。に伝送し ま す。 伝送後は、伝送後は、 上り 接続無し 状態と なり ま す。上り 接続無し 状態と なり ま す。

ス レ イ ブス レ イ ブ nnnn に受信が無い場合は、に受信が無い場合は、 制御器には何も伝送さ れません。制御器には何も伝送さ れません。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 無効です。無効です。
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３ －３ －９ 　 制御線状態を 調べる３ －３ －９ 　 制御線状態を 調べる

LINK #SnnLINK #Snn

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の SS

こ のコ マ ン ド を発行する と 、こ のコ マ ン ド を発行する と 、 ス レ イ ブス レ イ ブ nnnn の制御線入力状況を制御器に返し ま す。の制御線入力状況を制御器に返し ま す。

フ ォ ーマ ッ ト 例　フ ォ ーマ ッ ト 例　 C1D1X1C1D1X1 ＋＋cr+ lfcr+ lf

CC はは CTSCTS入力で、入力で、 レ ディ 状態を １ 、レ ディ 状態を １ 、 ビ ジー状態をビ ジー状態を 00

DD はは DSRDSR入力で、入力で、 レ ディ 状態を １ 、レ ディ 状態を １ 、 ビ ジー状態をビ ジー状態を 00

XXはは XONXON//XOFFXOFF有効の場合にのみ、有効の場合にのみ、 XONXON 受信状態を受信状態を 11、、 XOFFXOFF受信状態を受信状態を 00

crcrはは x0Dx0D、、 lflf はは x0Ax0A コ ードコ ード

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 無効です。無効です。

３ －３ －１ ２ 　３ －３ －１ ２ 　 D TRD TR 出力を レ デ ィ と する出力を レ デ ィ と する

LINK #VnnLINK #Vnn

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の VV

ス レ イ ブス レ イ ブ nnnn のの DTRDTR出力を レ ディ と し ま す。出力を レ ディ と し ま す。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 全スレ イ ブ の全スレ イ ブ の DTRDTR出力を レ ディ と し ま す。出力を レ ディ と し ま す。

３ －３ －１ １ 　３ －３ －１ １ 　 RTSRTS 出力を ビ ジー と する出力を ビ ジー と する

LINK#YnnLINK#Ynn

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の YY

ス レ イ ブス レ イ ブ nnnn のの RTSRTS出力を ビ ジーと し ま す。出力を ビ ジーと し ま す。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 全スレ イ ブ の全スレ イ ブ の RTSRTS出力を ビ ジーと し ま出力を ビ ジーと し ま

３ －３ －１ ０ 　３ －３ －１ ０ 　 RTSRTS 出力を レ デ ィ と する出力を レ デ ィ と する

LINK#XnnLINK#Xnn

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の XX

ス レ イ ブス レ イ ブ nnnn のの RTSRTS出力を レ ディ と し ま す。出力を レ ディ と し ま す。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 全スレ イ ブ の全スレ イ ブ の RTSRTS出力を レ ディ と し ま す。出力を レ ディ と し ま す。
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３ －３ －１ ３ 　３ －３ －１ ３ 　 D TRD TR 出力を ビ ジー と する出力を ビ ジー と する

３ －３ －１ ４ 　 ブ レ イ ク を 出力する３ －３ －１ ４ 　 ブ レ イ ク を 出力する

３ －３ －１ ５ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る３ －３ －１ ５ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る

３ －３ －１ ６ 　 動作状態のテ ス ト３ －３ －１ ６ 　 動作状態のテ ス ト

３ －３ －１ ７ 　３ －３ －１ ７ 　 DMX900DMX900 シ リ ーズを リ セ ッ ト するシ リ ーズを リ セ ッ ト する

LINK#W nnLINK#W nn

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の WW

ス レ イ ブス レ イ ブ nnnn のの DTRDTR出力を ビ ジーと し ま す。出力を ビ ジーと し ま す。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 全スレ イ ブ の全スレ イ ブ の DTRDTR出力を ビ ジーと し ま す。出力を ビ ジーと し ま す。

LINK #BnnLINK #Bnn

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の BB

ス レ イ ブス レ イ ブ nnnn にに 100ms100ms のブ レ イ ク 信号を出力し ま す。のブ レ イ ク 信号を出力し ま す。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は、の場合は、 全スレ イ ブ にブ レ イ ク 信号を出力し ま す。全スレ イ ブ にブ レ イ ク 信号を出力し ま す。

LIN K #P00L IN K #P00

コ マ ン ド 文字は英大文字のコ マ ン ド 文字は英大文字の PPで、で、 数値が数値が 00 (00 (ゼロゼロ ) ) のみ有効です。のみ有効です。

プ ロ グ ラ ムモ ード に入り ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード に入り ま す。

プ ロ グ ラ ムモ ード 中のプ ロ グ ラ ムモ ード 中の CH1CH1の通信条件は、の通信条件は、こ のコ マ ン ド が実行さ れた時のま ま で変こ のコ マ ン ド が実行さ れた時のま ま で変

わり ま せん。わり ま せん。

LINK#TnnLINK#Tnn

コ マ ン ド 文字は、コ マ ン ド 文字は、 英大文字の英大文字の TT

こ のコ マ ン ド を発行する と 、こ のコ マ ン ド を発行する と 、 DMXDMXの状態を制御器に返し ま す。の状態を制御器に返し ま す。

nnnn がが 00 (00 (ゼロゼロ ) ) の場合は全の場合は全CHCH 状態、状態、 ゼロ 以外はスレ イ ブゼロ 以外はスレ イ ブ nnnn の状態です。の状態です。

CHCH番号と 制御線の番号と 制御線の ONON//OFFOFF状態を示し ま す。状態を示し ま す。

LIN K #L IN K #！！ 0000

コ マ ン ド 文字は記号の！コ マ ン ド 文字は記号の！ (x21)  (x21) で、で、 数値が数値が 00 (00 (ゼロゼロ ) ) のみ有効です。のみ有効です。

DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズを リ セッ ト し ま す。を リ セッ ト し ま す。

バッ フ ァ に残っ ている データ はク リ ア さ れま す。バッ フ ァ に残っ ている データ はク リ ア さ れま す。フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM設定条件で起動し設定条件で起動し

ます。ま す。

リ セッ ト コ マ ン ド 発行後は、リ セッ ト コ マ ン ド 発行後は、 約約11秒程の安定時間を置いて く だ さ い。秒程の安定時間を置いて く だ さ い。
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３ －４ 　 機能別コ マ ン ド 表３ －４ 　 機能別コ マ ン ド 表

３ －５ 　 ア ル フ ァ ベ ッ ト 順コ マ ン ド 表３ －５ 　 ア ル フ ァ ベ ッ ト 順コ マ ン ド 表

コ マ ン ド 文字 コ マ ン ド 例 機能

3-3-1 無し LINK#16 上下接続切替え

3-3-2 U LINK#U02 上り 接続切替え

3-3-3 D LINK#D08 下り 接続切替え

3-3-4 R LINK#R02 デリ ミ タ ま でを上り 伝送する

3-3-5 C LINK#C00 ス レ イ ブ の上り バッ フ ァ のク リ ア

3-3-6 E LINK#E05 ス レ イ ブ の下り バッ フ ァ のク リ ア

3-3-7 G LINK#G00 ポーリ ン グ動作と する

3-3-8 A LINK#A00 ポーリ ン グ動作を中止する

3-3-9 S LINK#S03 制御線状態を調べる

3-3-10 X LINK#X00 RTS出力を レ ディ と する

3-3-11 Y LINK#Y02 RTS出力を ビ ジーと する

3-3-12 V LINK#V03 DTR出力を レ ディ と する

3-3-13 W LINK#W04 DTR出力を ビ ジーと する

3-3-14 B LINK#B05 ブ レ イ ク を出力する

3-3-15 P LINK#P00 プ ロ グ ラ ムモ ード に入る

3-3-16 T LINK#T02 動作状態のテス ト

3-3-17 ！ LINK#!00 DMX900を リ セッ ト する

項目

コ マ ン ド 文字 コ マ ン ド 例 機能

3-3-1 無し LINK#16 上下接続切替え

3-3-8 A LINK#A00 ポーリ ン グ動作を中止する

3-3-14 B LINK#B05 ブ レ イ ク を出力する

3-3-5 C LINK#C00 ス レ イ ブ の上り バッ フ ァ のク リ ア

3-3-3 D LINK#D08 下り 接続切替え

3-3-6 E LINK#E05 ス レ イ ブ の下り バッ フ ァ のク リ ア

3-3-7 G LINK#G00 ポーリ ン グ動作と する

3-3-15 P LINK#P00 プ ロ グ ラ ムモ ード に入る

3-3-4 R LINK#R02 デリ ミ タ ま でを上り 伝送する

3-3-9 S LINK#S03 制御線状態を調べる

3-3-16 T LINK#T02 動作状態のテス ト

3-3-2 U LINK#U02 上り 接続切替え

3-3-12 V LINK#V03 DTR出力を レ ディ と する

3-3-13 W LINK#W04 DTR出力を ビ ジーと する

3-3-10 X LINK#X00 RTS出力を レ ディ と する

3-3-11 Y LINK#Y02 RTS出力を ビ ジーと する

3-3-17 ！ LINK#!00 DMX900を リ セッ ト する

項目
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  第４ 章　第４ 章　 バッ フ ァ 容量と フ ロ ー制御バッ フ ァ 容量と フ ロ ー制御

４ －１ 　 バ ッ フ ァ 容量４ －１ 　 バ ッ フ ァ 容量

送受信データ のバッ フ ァ は、送受信データ のバッ フ ァ は、

マ ス タ 入力バッ フ ァ 　マ ス タ 入力バッ フ ァ 　   256Kbyte  256Kbyte

マ ス タ 出力バッ フ ァ 　マ ス タ 出力バッ フ ァ 　   256Kbyte  256Kbyte

ス レ イ ブ入力バッ フ ァ 　ス レ イ ブ入力バッ フ ァ 　 15Kbyte (15Kbyte (各ス レ イ ブ毎に独立各スレ イ ブ毎に独立))

ス レ イ ブ出力バッ フ ァ 　ス レ イ ブ出力バッ フ ァ 　 15Kbyte (15Kbyte (各ス レ イ ブ毎に独立各スレ イ ブ毎に独立))

ス レ イ ブス レ イ ブ CHCH への受信は、への受信は、 ス レ イ ブ入力バッ フ ァ に入り ま す。ス レ イ ブ入力バッ フ ァ に入り ま す。

上り 接続と なっ たス レ イ ブ上り 接続と なっ たス レ イ ブ CHCHは、は、 バッ フ ァ 内のデータ を マ ス タバッ フ ァ 内のデータ を マ ス タ CHCHへ伝送し ま す。へ伝送し ま す。

上り 接続でないス レ イ ブ上り 接続でないス レ イ ブ CHCHには、には、受信がバッ フ ァ に蓄積さ れ、受信がバッ フ ァ に蓄積さ れ、上り 接続と なっ た際上り 接続と なっ た際

に伝送さ れます。に伝送さ れます。

マス タ 受信データ は、マ ス タ 受信データ は、下り 接続のスレ イ ブ下り 接続のスレ イ ブ CHCHの出力バッ フ ァ に渡さ れ送信出力さ れの出力バッ フ ァ に渡さ れ送信出力さ れ

ます。ま す。フ ロ ー制御等で出力を止めら れている場合やスレ イ ブ通信速度がマ ス タ よ りフ ロ ー制御等で出力を止めら れている場合やスレ イ ブ通信速度がマ ス タ よ り

遅い場合にはバッ フ ァ に蓄積さ れます。遅い場合にはバッ フ ァ に蓄積さ れます。

通常、通常、送受信の接続が適宜行なわれていてバッ フ ァ 容量以内に処理がなさ れる場合送受信の接続が適宜行なわれていてバッ フ ァ 容量以内に処理がなさ れる場合

には、には、 順次古いデータ から 処理さ れて抜けが発生する こ と はあり ま せん。順次古いデータ から 処理さ れて抜けが発生する こ と はあり ま せん。

し かし 、し かし 、接続切替えを し ない状況で受信が連続する よ う な場合や送信がフ ロ ー制御接続切替えを し ない状況で受信が連続する よ う な場合や送信がフ ロ ー制御

で停止さ れている よ う な場合にはバッ フ ァ オ ーバーフ ロ ーが発生し ま す。で停止さ れている よ う な場合にはバッ フ ァ オ ーバーフ ロ ーが発生し ま す。

バッ フ ァ 容量以上に受信が続く と 、バッ フ ァ 容量以上に受信が続く と 、 基本的には古い部分から 上書き さ れま す。基本的には古い部分から 上書き さ れま す。

フ ロ ー制御を有効と する事で上書き発生やデータ 抜けを防ぐ 事が出来ます。フ ロ ー制御を有効と する事で上書き発生やデータ 抜けを防ぐ 事が出来ます。
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４ －２ －１ 　 ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー制御無し４ －２ －１ 　 ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー制御無し

４ －２ 　 フ ロ ー 制御の動作４ －２ 　 フ ロ ー 制御の動作

４ －２ －２ 　 ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ルの４ －２ －２ 　 ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ルの RTSRTS//CTSCTS フ ロ ー制御フ ロ ー制御

通信条件設定で通信条件設定で nX=DnX=D、、 nR=DnR=D、、 nD=DnD=D のス レ イ ブ はフ ロ ー制御があり ま せん。のス レ イ ブ はフ ロ ー制御があり ま せん。

RTSRTS出力、出力、 DTRDTR出力は常にレ ディ と なっ ていま す。出力は常にレ ディ と なっ ていま す。

◆◆ 上り 方向の動作上り 方向の動作

入力バッ フ ァ 容量以上に受信が続く と 、入力バッ フ ァ 容量以上に受信が続く と 、 古い部分から 上書き さ れま す。古い部分から 上書き さ れま す。

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

スレ イ ブス レ イ ブ CHCHから の送信出力は、から の送信出力は、制御線の状況に関わら ず常に送信可能と なっ て制御線の状況に関わら ず常に送信可能と なっ て

いま す。いま す。

通信条件設定で通信条件設定で nR=EnR=E のス レ イ ブ はのス レ イ ブ は RTSRTS//CTSCTSフ ロ ー制御が有効と なっ ていま す。フ ロ ー制御が有効と なっ ていま す。

◆◆ 上り 方向の動作上り 方向の動作

入力バッ フ ァ に余裕がある場合は、入力バッ フ ァ に余裕がある場合は、 RTSRTS出力はレ ディ です。出力はレ ディ です。

上り 接続さ れる こ と なく 受信が続き 、上り 接続さ れる こ と なく 受信が続き 、 約約12Kbyte12Kbyte 程蓄積さ れる と程蓄積さ れる と RTSRTS出力がビ出力がビ

ジーと なり ま す。ジーと なり ま す。　　 上り 接続さ れてバッ フ ァ 残量が約上り 接続さ れてバッ フ ァ 残量が約11Kbyte11Kbyte以下になる と以下になる と RTSRTS

出力はレ ディ と なり ま す。出力はレ ディ と なり ま す。

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

CTSCTS入力がレ ディ の場合は、入力がレ ディ の場合は、 送信出力可能です。送信出力可能です。

CTSCTS入力がビ ジー中は、入力がビ ジー中は、 送信出力を停止し ま す。送信出力を停止し ま す。

４ －２ －３ 　 ス レ イ ブ チ ャ ン ネル の４ －２ －３ 　 ス レ イ ブ チ ャ ン ネル の DTRDTR//DSRDSR フ ロ ー制御フ ロ ー制御

通信条件設定で通信条件設定で nD=EnD=Eのス レ イ ブ はのス レ イ ブ は DTRDTR//DSRDSR フ ロ ー制御が有効と なっ ていま す。フ ロ ー制御が有効と なっ ていま す。

◆◆ 上り 方向の動作上り 方向の動作

入力バッ フ ァ に余裕がある場合は、入力バッ フ ァ に余裕がある場合は、 DTRDTR出力はレ ディ です。出力はレ ディ です。

上り 接続さ れる こ と なく 受信が続き 、上り 接続さ れる こ と なく 受信が続き 、 約約12Kbyte12Kbyte 程蓄積さ れる と程蓄積さ れる と DTRDTR出力がビ出力がビ

ジーと なり ま す。ジーと なり ま す。　 上り 接続さ れてバッ フ ァ 残量が約　 上り 接続さ れてバッ フ ァ 残量が約11Kbyte11Kbyte以下になる と以下になる と DTRDTR

出力はレ ディ と なり ま す。出力はレ ディ と なり ま す。

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

DSRDSR入力がレ ディ の場合は、入力がレ ディ の場合は、 送信出力可能です。送信出力可能です。

DSRDSR入力がビ ジー中は、入力がビ ジー中は、 送信出力を停止し ま す。送信出力を停止し ま す。
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４ －２ －５ 　 同報中の ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー制御４ －２ －５ 　 同報中の ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー制御

４ －２ －６ 　 マ ス タ チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー制御無し４ －２ －６ 　 マ ス タ チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー制御無し

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

フ ロ ー制御有効の場合にビ ジー入力のスレ イ ブ への送信出力は停止し ます。フ ロ ー制御有効の場合にビ ジー入力のスレ イ ブ への送信出力は停止し ます。

出力バッ フ ァ がフ ルと なる と 古い部分に上書き さ れま す。出力バッ フ ァ がフ ルと なる と 古い部分に上書き さ れま す。

従っ て 、従っ て 、同報の場合はバッ フ ァ 容量以上のデータ が伝送さ れる場合にはフ ロ ー有同報の場合はバッ フ ァ 容量以上のデータ が伝送さ れる場合にはフ ロ ー有

効の設定でも伝送抜けが発生する こ と があり ま す。効の設定でも伝送抜けが発生する こ と があり ま す。スレ イ ブ出力バッ フ ァ 容量以スレ イ ブ出力バッ フ ァ 容量以

内でスレ イ ブ から 送信でき る範囲でご使用下さ い。内でス レ イ ブ から 送信でき る範囲でご使用下さ い。

通信条件設定で通信条件設定で 1X=D1X=D、、 1R=D1R=D、、 1D=D1D=D は、は、 マ ス タ に フ ロ ー制御があり ま せん。マ ス タ に フ ロ ー制御があり ま せん。

RTSRTS出力、出力、 DTRDTR出力は常にレ ディ と なっ ていま す。出力は常にレ ディ と なっ ていま す。

◆◆ 上り 方向の動作上り 方向の動作

マスタマスタ CHCHへの送信出力は、への送信出力は、制御線の状況に関わら ず常に送信可能と なっ ています。制御線の状況に関わら ず常に送信可能と なっ ています。

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

入力バッ フ ァ 容量以上に受信が続く と 、入力バッ フ ァ 容量以上に受信が続く と 、は古い部分から 上書き さ れま すが、は古い部分から 上書き さ れま すが、下り下り

接続無し の動作は存在し ないので極端にスレ イ ブ の通信速度が遅い場合以外は発接続無し の動作は存在し ないので極端にスレ イ ブ の通信速度が遅い場合以外は発

生し ません。生し ま せん。

４ －２ －４ 　 ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ルの４ －２ －４ 　 ス レ イ ブ チ ャ ン ネ ルの XONXON //XOFFXOFF フ ロ ー制御フ ロ ー制御

通信条件設定で通信条件設定で nX=EnX=Eのス レ イ ブ はのス レ イ ブ は XONXON//XOFFXOFFソ フ ト フ ロ ー制御が有効と なっ ていソ フ ト フ ロ ー制御が有効と なっ てい

ま す。ま す。

◆◆ 上り 方向の動作上り 方向の動作

入力バッ フ ァ に余裕がある場合は、入力バッ フ ァ に余裕がある場合は、 XONXON 状態です。状態です。

電源投入時に電源投入時に 11 回回XONXON コ ードコ ード  (x11)  (x11) を 送信出力し ます。を送信出力し ます。

上り 接続さ れる こ と なく 受信が続き 、上り 接続さ れる こ と なく 受信が続き 、 約約12Kbyte12Kbyte 程蓄積さ れる と程蓄積さ れる と XOFFXOFF コ ードコ ード

(x13) (x13) を 送信出力し ます。を送信出力し ます。

上り 接続さ れてバッ フ ァ 残量が約上り 接続さ れてバッ フ ァ 残量が約11Kbyte11Kbyte 以下になる と以下になる と XONXON コ ードコ ード  (x11)  (x11) を 送を送

信出力し ます。信出力し ます。

XONXON//XOFFXOFF コ ード は制御の為に使用さ れ、コ ード は制御の為に使用さ れ、 伝送さ れません。伝送さ れません。

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

XOFFXOFFコ ードコ ード  (x13)  (x13) を 受信し た場合は、を受信し た場合は、 送信出力を停止し ます。送信出力を停止し ま す。

XONXON コ ードコ ード  (x11)  (x11) を 受信する と 、を受信する と 、 送信出力可能と なり ま す。送信出力可能と なり ま す。
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４ －２ －８ 　 マ ス タ チ ャ ン ネル の４ －２ －８ 　 マ ス タ チ ャ ン ネル の DTRDTR//DSRDSR フ ロ ー制御フ ロ ー制御

通信条件設定で通信条件設定で 1D=E1D=E は、は、 マ ス タ はマ ス タ は DTRDTR//DSRDSR フ ロ ー制御が有効と なっ ていま す。フ ロ ー制御が有効と なっ ていま す。

◆◆ 上り 方向の動作上り 方向の動作

DSRDSR入力がレ ディ の場合は、入力がレ ディ の場合は、 送信出力可能です。送信出力可能です。

DSRDSR入力がビ ジー中は、入力がビ ジー中は、 送信出力を停止し ま す。送信出力を停止し ま す。

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

下り 接続さ れたスレ イ ブの出力バッ フ ァ と マ ス タ の入力バッ フ ァ に余裕がある場下り 接続さ れたスレ イ ブの出力バッ フ ァ と マ ス タ の入力バッ フ ァ に余裕がある場

合は、合は、 DTRDTR出力はレ ディ です。出力はレ ディ です。

下り 接続さ れたス レ イ ブ の出力が停止さ れ約下り 接続さ れたス レ イ ブ の出力が停止さ れ約215Kbyte215Kbyte程蓄積さ れる と程蓄積さ れる と DTRDTR出力出力

がビ ジーと なり ま す。がビ ジーと なり ま す。

ス レ イ ブ の出力停止が解除さ れ、ス レ イ ブ の出力停止が解除さ れ、バッ フ ァ に余裕が出来る とバッ フ ァ に余裕が出来る と DTRDTR出力はレ ディ と出力はレ ディ と

なり ま す。なり ま す。

ビ ジー中は、ビ ジー中は、 制御機から のコ マ ン ド 操作が出来なく なる事に注意が必要です。制御機から のコ マ ン ド 操作が出来なく なる事に注意が必要です。

４ －２ －７ 　 マ ス タ チ ャ ン ネル の４ －２ －７ 　 マ ス タ チ ャ ン ネル の RTSRTS//CTSCTS フ ロ ー制御フ ロ ー制御

通信条件設定で通信条件設定で 1R=E1R=E は、は、 マ ス タ はマ ス タ は RTSRTS//CTSCTSフ ロ ー制御が有効と なっ ていま す。フ ロ ー制御が有効と なっ ていま す。

◆◆ 上り 方向の動作上り 方向の動作

CTSCTS入力がレ ディ の場合は、入力がレ ディ の場合は、 送信出力可能です。送信出力可能です。

CTSCTS入力がビ ジー中は、入力がビ ジー中は、 送信出力を停止し ま す。送信出力を停止し ま す。

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

下り 接続さ れたスレ イ ブの出力バッ フ ァ と マ ス タ の入力バッ フ ァ に余裕がある場下り 接続さ れたスレ イ ブの出力バッ フ ァ と マ ス タ の入力バッ フ ァ に余裕がある場

合は、合は、 RTSRTS出力はレ ディ です。出力はレ ディ です。

下り 接続さ れたス レ イ ブ の出力が停止さ れ約下り 接続さ れたス レ イ ブ の出力が停止さ れ約215Kbyte215Kbyte程蓄積さ れる と程蓄積さ れる と RTSRTS出力出力

がビ ジーと なり ま す。がビ ジーと なり ま す。

ス レ イ ブ の出力停止が解除さ れ、ス レ イ ブ の出力停止が解除さ れ、バッ フ ァ に余裕が出来る とバッ フ ァ に余裕が出来る と RTSRTS出力はレ ディ と出力はレ ディ と

なり ま す。なり ま す。

ビ ジー中は、ビ ジー中は、 制御機から のコ マ ン ド 操作が出来なく なる事に注意が必要です。制御機から のコ マ ン ド 操作が出来なく なる事に注意が必要です。
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４ －２ －１ ０ 　 マ ス タ チ ャ ン ネ ル の特殊なフ ロ ー制御４ －２ －１ ０ 　 マ ス タ チ ャ ン ネ ル の特殊なフ ロ ー制御

通信条件設定で通信条件設定で 1X=F1X=F、、 1R=F1R=F、、 1D=F1D=Fのど れかの場合にはマ ス タのど れかの場合にはマ ス タ CHCHは特殊なフ ロ ーは特殊なフ ロ ー

制御動作を行ないます。制御動作を行ないます。

◆◆ 上り 方向の動作上り 方向の動作

上り 方向は上り 方向は 1X=E1X=E、、 1R=E1R=E、、 1D=E1D=E と 同様な動作です。と 同様な動作です。

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

11X=EX=E、、 1R=E1R=E、、 1D=E1D=E の場合に下り がバッ フ ァ フ ルと なっ た場合にはコ マ ン ド での場合に下り がバッ フ ァ フ ルと なっ た場合にはコ マ ン ド で

の操作が不能と なり ま す。の操作が不能と なり ま す。

こ れを防止するため、こ れを防止するため、下り 方向に関し てのみフ ロ ー制御無効と 同じ 動作と なり ま下り 方向に関し てのみフ ロ ー制御無効と 同じ 動作と なり ま

す。す。

RTSRTS、、DTRDTR出力は常にレ ディ です。出力は常にレ ディ です。下り ス レ イ ブ下り ス レ イ ブ CHCHの出力バッ フ ァ がフ ルと なっの出力バッ フ ァ がフ ルと なっ

た場合には、た場合には、その後のマ ス タ 受信データ は破棄さ れて下り ス レ イ ブ へは伝送さ れその後のマ ス タ 受信データ は破棄さ れて下り ス レ イ ブ へは伝送さ れ

ません。ま せん。 コ マ ン ド は有効なので別のスレ イ ブ への切替えは可能です。コ マ ン ド は有効なので別のスレ イ ブ への切替えは可能です。

４ －２ －９ 　 マ ス タ チ ャ ン ネル の４ －２ －９ 　 マ ス タ チ ャ ン ネル の XONXON //XOFFXOFF フ ロ ー制御フ ロ ー制御

通信条件設定で通信条件設定で 1X=E1X=Eは、は、マ ス タ はマ ス タ は XONXON//XOFFXOFFソ フ ト フ ロ ー制御が有効と なっ ていソ フ ト フ ロ ー制御が有効と なっ てい

ま す。ま す。

◆◆ 上り 方向の動作上り 方向の動作

XOFFXOFFコ ードコ ード  (x13)  (x13) を 受信し た場合は、を受信し た場合は、 送信出力を停止し ます。送信出力を停止し ま す。

XONXON コ ードコ ード  (x11)  (x11) を 受信する と 、を受信する と 、 送信出力可能と なり ま す。送信出力可能と なり ま す。

◆◆ 下り 方向の動作下り 方向の動作

入力バッ フ ァ に余裕がある場合は、入力バッ フ ァ に余裕がある場合は、 XONXON 状態です。状態です。

電源投入時に電源投入時に 11 回回XONXON コ ードコ ード  (x11)  (x11) を 送信出力し ます。を送信出力し ます。

下り 接続さ れたス レ イ ブ の出力が停止さ れ約下り 接続さ れたス レ イ ブ の出力が停止さ れ約215Kbyte215Kbyte 程蓄積さ れる と程蓄積さ れる と XOFFXOFF

コ ードコ ード  (x13)  (x13) を 送信出力し ます。を送信出力し ます。

ス レ イ ブ の出力停止が解除さ れ、ス レ イ ブ の出力停止が解除さ れ、バッ フ ァ に余裕が出来る とバッ フ ァ に余裕が出来る と XONXONコ ードコ ード  (x11)  (x11) をを

送信出力し ます。送信出力し ます。

XOFFXOFF中は、中は、 制御機から のコ マ ン ド 操作が出来なく なる事に注意が必要です。制御機から のコ マ ン ド 操作が出来なく なる事に注意が必要です。

XONXON//XOFFXOFF コ ード は制御の為に使用さ れ、コ ード は制御の為に使用さ れ、 伝送さ れません。伝送さ れません。
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  第５ 章　第５ 章　 物理的仕様物理的仕様

５ －１ 　 消費電力５ －１ 　 消費電力 (W ) (W )

５ －２ 　 ハ ー ド 仕様５ －２ 　 ハー ド 仕様

５ －３ 　 使用環境５ －３ 　 使用環境

DMX908DMX908 7W7W//AC100VAC100V

DMXDMX9 1 69 1 6 13W13W//AC100VAC100V

◆◆ RS232CRS232C部　 調歩同期式部　 調歩同期式 ( (非同期非同期))

◆◆ ハード 構成ハード 構成

◆◆ 動作条件動作条件 温度　温度　 0 +̃500 +̃ 50℃℃

湿度　湿度　 3030 ～～8080％％RH (RH (結露なし結露なし ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度　 －温度　 －3030 ～＋～＋5050℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 ACAC　　 85 1̃32V (5085 1̃32V (50//60Hz)60Hz)

◆◆ 電源部特性電源部特性

絶縁抵抗絶縁抵抗 入力－入力－ FG  FG 間間：： 2525℃℃//7070％％ RH 500V DC  RH 500V DC 条件で条件で 100M 100M ΩΩ

耐電圧特性耐電圧特性 入力－出力間入力－出力間：： 2kVAC2kVAC、、 入力－入力－FGFG 間間：： 2kVAC2kVAC、、

出力－出力－FGFG 間間：： 500VAC500VAC　 各１ 分間　 各１ 分間

1200,2400,4800,9600,14400,19200,28800,38400,57600,76800,

115200Bps

7 / 8ビ ッ ト

1 / 2ビ ッ ト

無し 、 EVEN、 ODD

XON / XOFF、 RTS / CTS、 DTR / DSR

マ ス タ 入力 256KByte (262144Byte)

マ ス タ 出 力 256KByte (262144Byte)

ス レ イ ブ入力 15KByte (15360Byte)

ス レ イ ブ 出力 15KByte (15360Byte)

Dsub9ピ ン オ ス 　 DTE配列

通 信 速 度

フ ロ ー 制 御

バ ッ フ ァ メ モ リ

コ ネ ク タ

デ ー タ 長

ス ト ッ プ ビ ッ ト

パ リ テ ィ

C　 P　 U HD64F2239 RENESAS

バッ フ ァ メ モ リ HM62W16255 RENESAS相当

RS232Cト ラ ン シーバ MAX3232 MAXIM相当

ア イ ソ レ ーショ ン方式 フ ォ ト カ プ ラ

環境規格 RoHS指令
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５ －４ 　 形状、５ －４ 　 形状、 重量重量

【【 DMX908DMX908】】

◆◆ 寸法寸法 ：： 横横390mm390mm　 高さ　 高さ 44mm (44mm (±±2)2)　 奥行　 奥行225mm225mm

◆◆ 重量重量 ：： 約約1.7Kg1.7Kg

◆◆ 外観図外観図

前面

4
4
±
2

2
2
5

390

縮尺： Free

（ 単位mm）

背面

底面

SERIAL No

PROG

AC100V
CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8

DMX908
8CHANNEL RS232C MULTIPLEXER
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【【 DMX916DMX916】】

◆◆ 寸法寸法 ：： 横横390mm390mm　 高さ　 高さ 60mm(60mm(±±2)2)　 奥行　 奥行225mm225mm

◆◆ 重量重量 ：： 約約2.2Kg2.2Kg

◆◆ 外観図外観図

前面

6
0
±
2

縮尺： Free

（ 単位mm）

背面

PROG AC100VCH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8

CH9 CH10 CH11 CH12 CH13 CH14 CH15 CH16

2
2
5

390
底面

SERIAL No

DMX916
16CHANNEL RS232C MULTIPLEXER
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５ －５ 　５ －５ 　 LEDLED とと SWSW

５ －６ 　５ －６ 　 RS23 2CR S23 2C コ ネ ク タ の ピ ン ア サ イ ンコ ネ ク タ の ピ ン ア サ イ ン

ピ ン番号 信号名 方向 説明

1 DCD 入力 コ ネク ショ ン （ 入力値は未使用）

2 RXD 入力 受信データ

3 TXD 出力 送信データ

4 DTR 出力 データ タ ーミ ナルレ ディ

5 GND － シグナルグ ラ ン ド

6 DSR 入力 データ セッ ト レ ディ

7 RTS 出力 送信要求

8 CTS 入力 送信可

9 － － 未接続

Dsub9Dsub9 ピ ン 　 オ ス／　ピ ン 　 オ ス／　 #4-40 UNC#4-40 UNC イ ン チネジ　 ／イ ン チネジ　 ／DTEDTE配列配列

※※ 方向は、方向は、 DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズから の出力、から の出力、 DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズへの入力への入力

PROG

AC100V
CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8

DMX908
8CHANNEL RS232C MULTIPLEXER

前面

背面

電源SW (PW LED付き ) 通電中LED点灯

PROGRAM SW

Dsub 9ピ ン コ ネ ク タ

各CHの LED
イ ン レ ッ ト

AC100V

※DMX916の配置も 同一です 。

各CHの LED電源投入時に 、 瞬時オ レ ン ジ色の後で

緑色点灯と なり ま す 。
各CHの シ リ ア ル 送受信が行なわれて い る 時は、 緑

色の点滅と なり ま す 。
シ リ ア ル受信中でバッ フ ァ オ ー バー フ ロ ー が生じ

て い る 時は、 赤／緑点滅と なり ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 中はCH1は赤点灯と なり ま す 。

こ の SWを 先端の細い物で
押し なが ら 電源を 入れる
と プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入

り ま す。
こ の時の CH1の 通信条件は

9600BPS,8D,1S,PNで す。
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５ －７ 　 添付ケ ー ブ ル５ －７ 　 添付ケ ー ブ ル

シールド

RXD

TXD

D TR

GND

DSR

R TS

C TS

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

RXD

TXD

D TR

GND

DSR

R TS

C TS

シールド

Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス－ピ ン メ ス－Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス 　ピ ン メ ス 　 1.5m1.5m ク ロ ス ケーブ ルク ロ ス ケーブ ル

※※ 11番ピ ン と番ピ ン と 99 番ピ ン は未接続番ピ ン は未接続

５ －８ 　５ －８ 　 RS23 2CRS23 2C 機器接続例機器接続例

通常のパソ コ ン は通常のパソ コ ン は DTEDTE配列です。配列です。 モ デムは通常モデムは通常DCEDCE配列です。配列です。

測定器や端末機器は、測定器や端末機器は、機種によ り機種によ り DTEDTE//DCEDCE配列が異なり ま すので、配列が異なり ま すので、そ れら の取扱説それら の取扱説

明書でご確認下さ い。明書でご確認下さ い。  (TXD (TXDが出力はが出力は DTEDTE、、 TXDTXDが入力はが入力は DCE)DCE)

DTEDTE配列の機種と の接続は、配列の機種と の接続は、 ク ロ ス ケーブ ルと なり ま す。ク ロ ス ケーブ ルと なり ま す。  ( (添付ケーブ ルはク ロ ス添付ケーブ ルはク ロ ス

ケーブ ルケーブ ル ))

DCEDCE配列の機種と の接続は、配列の機種と の接続は、 ス ト レ ート ケーブ ルと なり ま す。ス ト レ ート ケーブ ルと なり ま す。

ご 注意ご 注意 接続機器でハード フ ロ ーの入出力の無い機種の場合は、接続機器でハード フ ロ ーの入出力の無い機種の場合は、 nR=DnR=D、、 nD=DnD=Dの設の設

定で使用し ます。定で使用し ま す。

５ －８ －１ 　５ －８ －１ 　 Dsub 9Dsub 9 ピ ン オ スピ ン オ ス DTEDTE 配列機器配列機器 ( (通常のパソ コ ン 等通常のパソ コ ン 等))

パソ コ ン 等 DMX900のDsub9ピ ン メ ス

添付ク ロ ス ケーブ ル

あるいは同等のケーブ ル

Dsub9ピ ン オ ス

DTE配列
Dsub9ピ ン オ ス

DTE配列

各CH

※ 結線は [5-7 添付ケーブ ル ] 参照

Dsub9ピ ン メ ス
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５ －８ －２ 　５ －８ －２ 　 Dsub 25Dsub 25 ピ ン メ スピ ン メ ス DTEDTE 配列機器配列機器 ( (通常のパソ コ ン 等通常のパソ コ ン 等))

５ －８ －３ 　５ －８ －３ 　 U SBU SB を 持つ パソ コ ン と の接続を 持つ パソ コ ン と の接続

パソ コ ン 等 DMX900の

添付ク ロ スケーブ ル

あるいは同等のケーブ ル

USB Dsub9ピ ン オ ス

DTE配列

各CH

USBケ ーブ ル

USB-RS232C変換機

(弊社DL-U232C等)

シールド

RXD

TXD

D TR

GND

DSR

R TS

C TS

1

2

3

4

5

6

7

8

20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

RXD

TXD

D TR

GND

DSR

R TS

C TS

シールド

FG

DCD

R I 22

Dsub25ピ ン オ ス

Dsub25ピ ン メ ス

DTE配列

各CH

Dsub9ピ ン メ ス

Dsub9ピ ン オ ス

DTE配列

パソ コ ン等 DMX900の
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５ －８ －４ 　５ －８ －４ 　 DCEDCE 配列の配列の Dsu b 9Dsu b 9 ピ ン と の接続ピ ン と の接続 ( (モ デム等モ デム等))

５ －８ －５ 　５ －８ －５ 　 DCEDCE 配列の配列の Dsub 25Dsub 25 ピ ン と の接続ピ ン と の接続 ( (モ デム等モ デム等))

シールド

RXD

TXD

D TR

GND

DSR

R TS

C TS

1

2

3

4

5

6

7

8

20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

RXD

TXD

D TR

GND

DSR

R TS

C TS

シールド

FG

CD

R I 22

Dsub25ピ ン オ ス

Dsub25ピ ン メ ス

DCE配列

各CH

Dsub9ピ ン メ ス

Dsub9ピ ン オ ス

DTE配列

モ デム等 DMX900の

シールド

RXD

TXD

D TR

GND

DSR

R TS

C TS

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

RXD

TXD

D TR

GND

DSR

R TS

C TS

シールド

Dsub9ピ ン オ ス

Dsub9ピ ン メ ス

DCE配列

各CH

Dsub9ピ ン メ ス

Dsub9ピ ン オ ス

DTE配列

モ デム等 DMX900の
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第６ 章第６ 章　 そ の他　 そ の他

６ －１ 　 通信テ ス ト 例と 不具合確認方法６ －１ 　 通信テ ス ト 例と 不具合確認方法

６ －１ －１ 　 タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し た 簡単な通信テ ス ト の例６ －１ －１ 　 タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し た 簡単な通信テ ス ト の例

◆◆ 用意するもの用意する もの

タ ーミ ナルソ フ ト が動作するパソ コ ン を ２ 台以上タ ーミ ナルソ フ ト が動作するパソ コ ン を ２ 台以上

パソ コ ン と 接続する為のパソ コ ン と 接続する為の RS232CRS232C ケーブ ルケーブ ル

◆◆ 接続接続

◆◆ 確認方法確認方法

CH1CH1 接続のタ ーミ ナルを通信条件接続のタ ーミ ナルを通信条件9600BPS9600BPS、、 8D8D、、 1S1S、、 PNPN と する 。と する 。

PROG SWPROG SW を押し ながら 電源を入れてを押し ながら 電源を入れて CH1LEDCH1LED が赤と なる 。が赤と なる 。

こ の時、こ の時、 CH1CH1 タ ーミ ナルにタ ーミ ナルに PROGRM MODEPROGRM MODEが表示さ れる 。が表示さ れる 。

こ こ ま での動作し ないなら 　 →　こ こ ま での動作し ないなら 　 →　 COMCOM ポート 、ポート 、 ケーブ ルの確認ケーブ ルの確認

パソ コ ン表示文字が化ける 　 →　 パソ コ ン の通信条件を確認パソ コ ン表示文字が化ける 　 →　 パソ コ ン の通信条件を確認

((Enter) Enter) で内容確認する 。で内容確認する 。 CH1CH1、、 CH2CH2の通信条件を確認する 。の通信条件を確認する 。必要なら 変更する 。必要なら 変更する 。

I=0 (Enter) I= 0 (Enter) の設定と する 。の設定と する 。 ( (手入力でも コ マ ン ド が有効と する為手入力でも コ マ ン ド が有効と する為))

SAVE (Enter) SAVE (Enter) で終了する 。で終了する 。 　 →　　 →　 CH1CH1 のケーブ ルはのケーブ ルは OKOK

[[こ こ で設定し た値は、こ こ で設定し た値は、 確認終了後は正規の運用に合っ た値に戻し て く だ さ い。確認終了後は正規の運用に合っ た値に戻し て く だ さ い。]]

CH1CH1、、 CH2CH2接続のパソ コ ン の通信条件を合わせる 。接続のパソ コ ン の通信条件を合わせる 。

CH1CH1 タ ーミ ナルからタ ーミ ナルから LINK#02LINK#02 と キー入力する 。と キー入力する 。

そ の後、そ の後、 CH1CH1 タ ーミ ナルから 適当にキー入力し 、タ ーミ ナルから 適当にキー入力し 、 そ れが正し くそ れが正し く CH2CH2 タ ーミ ナルタ ーミ ナル

に表示さ れる 。に表示さ れる 。

タ ーミ ナルの

動作する

パソ コ ン

タ ーミ ナルの

動作する

パソ コ ン

タ ーミ ナルの
動作する

パソ コ ン

DMX900

CH2

CHn

CH1
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CH2CH2 タ ーミ ナルから 適当にキー入力し 、タ ーミ ナルから 適当にキー入力し 、 そ れが正し くそ れが正し く CH1CH1 タ ーミ ナルに表示さタ ーミ ナルに表示さ

れる 。れる 。

CH2CH2 へ表示さ れない　 　へ表示さ れない　 　 →　→　 RS232CRS232C ケーブ ルの確認ケーブ ルの確認

COMCOM ポート の確認ポート の確認

下り は伝送するが上り が不可下り は伝送するが上り が不可 →　→　 コ マ ン ド が効かない。コ マ ン ド が効かない。

CH1CH1 タ ーミ ナルからタ ーミ ナルから LINK#nnLINK#nn で別ので別の CHCHを指定し 、を指定し 、そ のそ の CHCHに接続のタ ーミ ナルに接続のタ ーミ ナル

と 通信出来る 。と 通信出来る 。

各種コ マ ン ド を実行し て、各種コ マ ン ド を実行し て、 そ の動作を確認する 。そ の動作を確認する 。

◆◆ 不具合時の確認ポイ ン ト不具合時の確認ポイ ン ト

　 ▼　 ▼ タ ーミ ナルを キー操作し た時にタ ーミ ナルを キー操作し た時に CHCH のの LEDLED が緑点滅し ない。が緑点滅し ない。

　 ▼　 ▼ TERM WINTERM WINでは、では、 DMX900DMX900シリ ーズシリ ーズ電源電源ONON でで CTSCTS、、 DSRDSR の表示がビの表示がビ

ジージー  ( (消灯消灯) ) のま ま である 。のま ま である 。

上記の場合は、上記の場合は、パソ コ ン のパソ コ ン の COMCOMポート 番号と 接続さ れているポート が一致ポート 番号と 接続さ れているポート が一致

し ているか。し ている か。RS232CRS232Cケーブ ルが正し いか。ケーブ ルが正し いか。 (DTE (DTE//DCEDCE配列配列))

　 ▼　 ▼ 文字化け文字化け・・ 抜けが発生するなら 、抜けが発生するなら 、通信条件の設定が接続機器と 一致し ている通信条件の設定が接続機器と 一致し ている

か確認する 。か確認する 。

　 ▼　 ▼ コ マ ン ド が効かないなら 、コ マ ン ド が効かないなら 、英大文字で英大文字で LINK#LINK#ですか？ですか？IIの値が小さ く ないでの値が小さ く ないで

すか？すか？

((デフ ォ ルト はデフ ォ ルト は ND=0ND=0で同報なので、で同報なので、コ マ ン ド 無し でもコ マ ン ド 無し でも CH1CH1から は全スレ イから は全スレ イ

ブ へ伝送するブ へ伝送する ))

　 ▼　 ▼ も う 一度プ ロ グ ラ ムモ ード に入っ て設定内容を確認する 。も う 一度プ ロ グ ラ ムモ ード に入っ て設定内容を確認する 。

　 ▼　 ▼ プ ロ グ ラ ムモ ード でキー入力し ても動作が無いなら 、プ ロ グ ラ ムモ ード でキー入力し ても動作が無いなら 、EnterEnterキーでキーで CRCR＋＋LFLF

が出る様になっ ていま すか。が出る様になっ ていま すか。
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６ －１ －２ 　 バー コ ー ド リ ー ダ ー 、６ －１ －２ 　 バー コ ー ド リ ー ダ ー 、 測定器等のデ ー タ を 時々出力する測定器等のデ ー タ を 時々出力する

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 端末機器か ら の デー タ を 読む　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 端末機器か ら の デー タ を 読む

◆◆ 用意するもの用意する もの

タ ーミ ナルソ フ ト が動作するパソ コ ンタ ーミ ナルソ フ ト が動作するパソ コ ン

パソ コ ン 、パソ コ ン 、 端末機器と 接続する為の端末機器と 接続する為の RS232CRS232C ケーブ ルケーブ ル

◆◆ 接続接続

CH1CH1 にはタ ーミ ナルを接続、にはタ ーミ ナルを接続、 ス レ イ ブ にはデータ を発行する端末機器を接続すスレ イ ブ にはデータ を発行する端末機器を接続す

る 。る 。

◆◆ 確認方法確認方法

[[66--11--1] 1] の方法での方法で CH1CH1 と のプ ロ グ ラ ムモ ード が正常かを確認する 。と のプ ロ グ ラ ムモ ード が正常かを確認する 。

プ ロ グ ラ ムモ ード でプ ロ グ ラ ムモ ード で P=EP=E、、 H=EH=E の設定と する 。の設定と する 。 SAVE (Enter) SAVE (Enter) で終了する 。で終了する 。

端末機器から データ を送信する と端末機器から データ を送信する と CH1CH1 タ ーミ ナルに正し く 表示さ れる 。タ ーミ ナルに正し く 表示さ れる 。

ヘッ ダ ＋データヘッ ダ ＋データ

同様に他のスレ イ ブ同様に他のスレ イ ブ CHCH から の動作も確認する 。から の動作も確認する 。

◆◆ 不具合時の確認ポイ ン ト不具合時の確認ポイ ン ト

端末機器から データ 送信時にそ の端末機器から データ 送信時にそ の CHCHのの LEDLEDが緑点滅し ないなら 、が緑点滅し ないなら 、ケーブ ルを確ケーブ ルを確

認する 。認する 。

ヘッ ダヘッ ダ  (LINK#nn)  (LINK#nn) は表示するがデータ が化ける場合は、は表示するがデータ が化ける場合は、通信条件が一致し ている通信条件が一致し ている

か確認する 。か確認する 。
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６ －２ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内６ －２ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

ご購入頂き ま し たご購入頂き ま し た DMX900DMX900 シリ ーズシリ ーズに関する ご質問に関する ご質問・・ ご相談は、ご相談は、 弊社ユーザサ弊社ユーザサ

ポート 課ま で御問い合わせ下さ い。ポート 課ま で御問い合わせ下さ い。こ の際、こ の際、シス テム構成システム構成・・ 通信条件設定通信条件設定・・ 通信デー通信デー

タ 内容タ 内容・・ データ 発生頻度データ 発生頻度・・ 不具合／不明内容　 等の状況を具体的に示し て頂き ま す不具合／不明内容　 等の状況を具体的に示し て頂き ま す

と 迅速なサポート が可能と なり ま す。と 迅速なサポート が可能と なり ま す。

デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課

TELTEL　　 0404 －－ 29242924 －－ 3841 (3841 ( 代代))

FAXFAX　　 0404 －－ 29242924 －－ 37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( ( 祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9: 00AM9: 00 ～～ 12: 0012: 00　　 PM1: 00PM1: 00 ～～ 5: 005: 00

E- ma i lE - ma i l s u p p o r t @d a t a - l i n k . c o . j ps u p p o r t @d a t a - l i n k . c o . j p
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保証規定保証規定

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一故障し保証期間内に万一故障し

た場合、た場合、無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、 受領後直ちに受領後直ちに

梱包を開け、梱包を開け、 検収を お願い致し ま す。検収を お願い致し ま す。

データ リ ン ク 製品の保証期間は、データ リ ン ク 製品の保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年です。当社発送日よ り １ カ 年です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。

保証書はござ いま せん。保証書はござ いま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。

22 万一当社製品に万一当社製品に RoHSRoHS 指令基準値を超える六物質指令基準値を超える六物質 ( (鉛、鉛、 水銀、水銀、 カ ド ムウ ム、カ ド ムウ ム、 六価ク ロ ム、六価ク ロ ム、

PBBPBB、、 PBDE) PBDE) が含まれていた場合は、が含まれていた場合は、 購入後購入後11 年以内に限り 製品の交換も し く は、年以内に限り 製品の交換も し く は、 部品部品

に含有し ていた場合はそ の部品のみの交換に含有し ていた場合はそ の部品のみの交換 ( (修理修理) ) と なり ま す。と なり ま す。

保証の総額は製品価格が限度と なり ま す。保証の総額は製品価格が限度と なり ま す。

33 本製品の故障、本製品の故障、 ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、 当社はそ の責当社はそ の責

任を負わないも のと し ま す。任を負わないも のと し ま す。

44 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障およ び損傷。衝撃等で生じ た故障およ び損傷。

(2)(2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、ある いは改造、 修理によ る故障およ び損傷。修理によ る故障およ び損傷。

(3)(3) 火災、火災、 地震、地震、 落雷等の災害、落雷等の災害、 あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障およあるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障およ

び損傷。び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。

55 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は原則製補修用部品の保有期間は原則製

造終了後造終了後55 年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、 補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、 部品メ ーカ の製造中止など によ り 修部品メ ーカ の製造中止など によ り 修

理でき ない場合があり ま す。理でき ない場合があり ま す。

66 次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC 全損など 、全損など 、 故障故障

状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。

77 製品故障の場合、製品故障の場合、出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。当社あるいは販売店への持ち込み修理と当社あるいは販売店への持ち込み修理と

なり ま す。なり ま す。

88 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。
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〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5
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